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羽生の身近な自然

ヒメジャノメ（ジャノメチョウ科）

　
温
暖
な
土
地
に
生
息
す
る
チ
ョ
ウ
で
、
田

畑
や
樹
林
周
辺
の
開
け
た
環
境
に
多
く
見
ら

れ
、
市
街
地
の
空
き
地
に
も
や
っ
て
来
る
。

　
羽
に
は
丸
い
目
玉
模
様
が
あ
り
、
白
く
て

細
い
帯
状
の
線
が
目
立
つ
。
成
虫
は
夕
方
か

ら
活
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
家
の
中
に
迷
い

込
ん
で
く
る
こ
と
が
あ
る
。
幼
虫
は
イ
ネ
科

や
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
葉
を
食
べ
て
育
つ
。

　
市
内
で
は
、
屋
敷
林
の
周
り
や
公
園
な
ど

で
見
か
け
る
。

　          （
羽
生
の
自
然
を
楽
し
む
会
）

人口と世帯数（７月１日現在）

人　口 　　　55,976人　（  △ 9）
　男　 　　　27,976人　（  △ 2）
　女　 　　　28,000人　（  △ 7）
世帯数 　　　21,741世帯（　  6）
出生（６月中）　　30人
死亡（ 〃　）　　43人

　

今年は市制施行60周年！

支
え
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
夫
婦
や
恋
人
の
間
で
行
わ
れ
る
暴
力
や
脅
迫
…

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）の
被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん

で
も　

自
分
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

Ｄ
Ｖ
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

誰
も
が
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
や
加
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す

ま
ず
は　

Ｄ
Ｖ
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

そ
し
て　

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

ドメスティック・バイオレンス

DV
ひとりで悩まないで



2
　

Ｄ
Ｖ
と
は
、「
配
偶
者
や
恋
人
な
ど

の
親
密
な
関
係
に
あ
る
（
あ
っ
た
）
カ

ッ
プ
ル
の
間
で
振
る
わ
れ
る
暴
力
」
の

こ
と
で
す
。

　

男
性
が
被
害
に
遭
う
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
す
。

内
閣
府
の
平
成
23
年
「
男
女
間
に
お
け

る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、

女
性
の
３
人
に
１
人
が
何
ら
か
の
暴
力

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
Ｄ
Ⅴ
は
、
夫
婦
げ
ん
か
や

男
女
間
の
も
め
事
と
し
て
片
付
け
ら
れ

た
り
、「
あ
な
た
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
で
は
」「
そ
ん
な
こ
と
く
ら

い
我
慢
す
べ
き
だ
」
と
言
わ
れ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
配
偶
者
な
ど

か
ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を

含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

殴
る
、
け
る
な
ど
の「
身
体
的
暴
力
」

は
、
人
の
目
に
ふ
れ
や
す
く
、
暴
力
と

し
て
理
解
さ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
Ｄ

Ｖ
に
は
そ
れ
以
外
に
、「
精
神
的
暴
力
」

「
経
済
的
暴
力
」「
性
的
暴
力
」「
子
ど

も
を
利
用
し
た
暴
力
」と
い
っ
た
見
え

に
く
い
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
暴
力
は
、
単
独
で
は
な
く
、

複
数
が
重
な
り
合
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
り
、

継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
の
中
に
は
、
暴
力
を
振
る

わ
れ
た
期
間
が
10
年
以
上
に
も
及
ぶ
ケ

ー
ス
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
、
こ

れ
ほ
ど
長
い
間
、
繰
り
返
し
暴
力
が
振

る
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
加
害
者
の
暴
力
に
は
サ
イ

ク
ル
が
あ
っ
て
、
い
つ
も
暴
力
的
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

加
害
者
は
怒
り
が
収
ま
る
と
、
我
に

返
っ
て
謝
り
、「
二
度
と
し
な
い
」
と

約
束
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
後
は
親
密

で
優
し
い
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
被
害
者
は
暴
力
は

偶
発
的
な
も
の
と
思
い
、「
も
う
一
度

信
じ
て
み
よ
う
」
と
い
う
期
待
で
関
係

を
維
持
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
実
際
に

は
こ
の
時
期
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
加

害
者
は
日
常
生
活
の
中
で
、
少
し
ず
つ

緊
張
感
が
高
ま
り
、
何
か
の
き
っ
か
け

で
緊
張
を
爆
発
さ
せ
、
暴
力
を
振
る
う

の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
が
繰
り
返
さ

れ
、
そ
の
内
容
も
程
度
も
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
、
間
隔
も
短
く
な
り
、
被
害
者
は

恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
も
、
無
力
感
と

あ
き
ら
め
に
よ
り
、
暴
力
か
ら
逃
れ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

Ｄ
Ｖ
の
こ
と
、本
当
に
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
夫
婦
や
恋
人
な
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
対
等
な
立
場
で
な
い
一
方
的
な
暴
力
、
Ｄ
Ｖ
。
そ
れ
は「
殴
る
、
け
る
」な
ど
の
身

体
的
暴
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
は
繰
り
返
し
行
な
わ
れ
た
り
、
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
り
す
る
ケ

ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。ど
の
よ
う
な
行
為
が
Ｄ
Ｖ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
、な
ぜ
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

女
性
の
３
人
に
１
人
は

Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す

「
殴
る
、
け
る
」
だ
け
が

暴
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん

繰
り
返
さ
れ
る
Ｄ
Ｖ

DV特集　ひとりで悩まないで

蓄積期

徐々に内面にストレスを溜め
ている時期。穏やかだった安
定期の後にささいな事で怒る
ようになったり、ピリピリと
神経質になってくる。

開放期

極端に優しくなる。
「絶対に暴力は振るわない」と
約束したり、泣きながら謝った
りする。

爆発期

溜め込んだストレスの限界
がくると、突然に暴力を振
るい始める。多くは突発的
なので予測する事は困難。

DVのサイクル

ＤＶのさまざまな形

身体的暴力
殴る/ける/突き飛ばす/
物を投げる/タバコの火
を押し付ける/首をしめ
る/刃物で脅す/髪を引っ
張る　など

精神的暴力
暴言を浴びせる/無視す
る/親や兄弟、友人との
付き合いを禁止する/手
紙やメールを勝手にみる
/行動を制限する　など

経済的暴力
外へ仕事に行かせない/
借金を負わせる/収入や
財産を知らせない/生活
費を渡さない　など

性的暴力
見たくないアダルトビデ
オや雑誌を見せる/性行
為を強要する/避妊に非
協力的　など

子どもを利用した暴力
子どもに暴力を見せる/
子どもを取り上げる/子
どもを危険な目に遭わせ
る/自分が言いたくない
事を子どもに言わせる　
など

➡

➡

➡ ど
ん
な
に
親
し
く
て
も
、

暴
力
は
犯
罪
で
す
。
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人
に
は
相
談
し
に
く
く
、
自
分
ひ
と

り
で
解
決
し
よ
う
と
思
い
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
の
は
、

あ
な
た
が
悪
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
あ
な
た
一
人
の
努
力
で
解

決
す
る
こ
と
は
、多
く
の
場
合
困
難
で
す
。

　

あ
な
た
か
ら
の
相
談
を
待
っ
て
い
ま

す
。
相
談
に
当
た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

○
羽
生
市
女
性
の
た
め
の
相
談
室

　
（
パ
ー
プ
ル
羽
生
）

　
〈
☎（
５
６
１
）１
６
８
１
〉

・
第
１
〜
４
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時（
予
約
制
）

※ 

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
を
お
聞

き
し
ま
す
。

○ 

埼
玉
県
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

　
〈
☎
０
４
８（
８
６
３
）６
０
６
０
〉

・
月
〜
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

・
日
曜
日
・
祝
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

緊
急
時
は
、
１
１
０
番
ま
た
は
羽
生

警
察
署〈
☎（
５
６
２
）０
１
１
０
〉へ
！

【
Ｄ
Ｖ
を
さ
れ
て
い
る
か
も
…
】

□
相
手
の
機
嫌
が
い
つ
も
気
に
な
る

□ 

相
手
か
ら
よ
く
ば
か
に
さ
れ
た
り
、

批
判
さ
れ
た
り
す
る

□ 

相
手
の
態
度
に
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
る

□ 

預
金
や
給
料
を
相
手
が
管
理
し
て
い

て
、
内
容
を
教
え
て
く
れ
な
い

□ 

相
手
に
「
嫌
だ
」
と
い
っ
て
も
性
行

為
を
強
要
さ
れ
る

□ 

相
手
か
ら
家
族
や
友
人
と
会
っ
た
り
、

電
話
し
た
り
す
る
こ
と
を
制
限
さ
れ

る
□ 

根
は
や
さ
し
い
人
な
の
で
、
暴
力
さ

え
な
け
れ
ば
何
と
か
や
っ
て
い
け
る

と
思
っ
て
い
る

【
Ｄ
Ｖ
を
し
て
い
る
か
も
…
】

□ 

こ
の
家
の
主
人
は
自
分
だ
か
ら
、
相

手
は
自
分
に
従
う
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る

□ 

相
手
が
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な

い
と
、
激
し
く
怒
る

□ 

家
の
中
の
こ
と
を
親
戚
や
相
手
の
友

人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い

る
□ 

相
手
に
手
を
上
げ
て
し
ま
っ
て
も
、

謝
れ
ば
許
し
て
く
れ
る
か
ら
、
大
丈

夫
だ
と
思
っ
て
い
る

□ 

相
手
の
交
友
関
係
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
、
電
話
に
聞
き
耳
を
立
て
た
り
、

メ
ー
ル
を
読
ん
だ
り
す
る

□ 

相
手
を
殴
っ
た
り
、
脅
し
た
り
、
ま

た
、
物
を
投
げ
た
り
、
突
き
飛
ば
し

た
り
し
た
こ
と
が
あ
る

　
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
ま
ま
Ｄ
Ｖ
を

受
け
て
い
た
り
、
行
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
兆
候

が
あ
る
と
要
注
意
で
す
。

新たに「羽生市ＤＶ防止基本計画」を追加
　市では、女性も男性もともに一人の人間として尊重され、持って
いる力を十分に発揮できるいきいきとした社会を実現するため、平
成20年度に「はにゅう男女共同参画プラン」を策定しました。
　そして今回、その内容について見直しを行うとともに、「羽生市
ＤＶ防止基本計画」として、基本目標に“人権が尊重され、ＤＶの
ないまちづくり”を新しく加えました。
【プランの重点項目】
■固定的性別役割分担意識の是正
　「男は仕事、女は家庭」といった固定的な役割分担意識を是正す
るため、市の広報紙だけでなく多様なメディアを活用した啓発活動
に取り組みます。
■女性の視点での災害時対応の推進
　男女がともに支えあえる防災・災害復興の体制づくり、避難所に
おける女性や子どもを守るための配慮など、女性の視点での災害時
対応の推進を図ります。
■女性が働きやすい環境の整備
　出産・子育て期間中も就業の継続を希望する女性が働き続けられ
るよう、また、再就職を希望する女性が容易に職に就けるよう、就
労環境の整備に努めます。
■「人権が尊重されＤＶのないまちづくり」を基本目標に追加
　ＤＶの防止、被害者の保護および支援を図るため、さまざまな年
齢層に対する啓発活動や相談体制の強化、ＤＶ被害者の安全確保な
どに取り組みます。

※ はにゅう男女共同参画プラン〈改訂版〉は市のホームページでご覧
いただけます。
▷問い合わせ　パープル羽生〈☎（561）1681〉

～相談事例を紹介～

あなたはひとりで
 悩んでいませんか？

Ｂさんの場合
　一切、外と連絡を取れないように
されていました。自分が出掛けてい
る間は、私に携帯電話を持たせて、
「今どこにいるんだ」と四六時中監視
する。約束した時間に家に戻らない
と、「浮気していたんじゃないか」「誰
と会って、どういう話をしたんだ」
と疑う。そういうことが、もう毎日
で。子どものことで学校に行ったり、
子どもを公園に連れて行きたいとい
うのも一切だめですね。とにかく動
きを全部封じられるということが、
ずっと続きました。（30代女性）

Ａさんの場合
　手を出し始めたと思った
ら、私の髪の毛を引っ張っ
て引き回して。そうするう
ちに今度は首を絞めてきた
んです。私が首に巻いてい
たスカーフでギュウッと絞
められて…。
　もうそのとき、私は「終
わった」と思いました。相
手が手を外した途端に、ウ
ーッと息を吹き返した事
に、自分で気がついたんで
すよ。（50代女性）

Ｃさんの場合
　うちの場合は、殴る、け
るということはなかった
のですが、何よりも「言葉
の暴力」がひどかったです。
私の過去や実家の両親のこ
となどを悪く言ったり、私
の欠点について延々と説教
したり…。少しでも言い返
そうものなら、さらに怒り
だし、何時間でも拘束して、
ひどい言葉を言い続けると
いうことが、しょっちゅう
ありました。（40代女性）

　
あ
な
た
は
悪
く
な
い
！

　
あ
な
た
を
助
け
る
窓
口
が
あ
り
ま
す　

第２次羽生市男女共同参画基本計画
『はにゅう男女共同参画プラン』を

改訂しました

デートＤＶ
　今、10代や20代の若者に増えているのが、恋人間でのＤＶ「デー
トＤＶ」です。
　暴力の形態は、「気に入
らないことがあると、物を
投げる」「ケンカをした時、
あなたが怒らせるような
ことを言ったからだと責め
る」「携帯をチェックして、
友達のメールやアドレスを
勝手に消す。または、消す
ように命令される」「頻繁
にメールや電話をしてきて、
どこで何をしているか報告
を求める」「自分を最優先
させないと怒る」など、配
偶者間でのＤＶと変わりま
せん。
　しかし、若い恋人同士の
場合、「束縛されるのは愛
されているから…」と考え
て、なかなかＤＶと気づく
ことができないのです。

ふ
た
り
の
関
係
は

大
丈
夫
？

10代・20代の若者に急増！
Case
１

Case
２

Case
３
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羽生市役所　☎561−1121㈹

中期財政推計（財政収支見通し）
区　　分 平成26年度 平成27年度 増減率�

（％） 平成28年度 増減率
（％） 平成29年度 増減率�

（％）

歳入総額 Ａ 186.7憶円 172.6億円 ▲7.5 171.0億円 ▲0.9 175.3億円 2.5

歳出総額 Ｂ 180.0億円 166.5億円 ▲7.5 167.4億円 0.5 175.2億円 4.7

形式収支 Ａ-Ｂ 6.7億円 6.1億円 ▲8.9 3.6億円 ▲11.0 0.1億円 ▲37.2

財政調整基金
現在高 13.8億円 13.8億円 0.0 13.8億円 0.0 11.8億円 ▲14.5

借入金残高
（市全体） 288億円 287億円 ▲0.3 282億円 ▲1.7 281億円 ▲0.4

財政指標の推移
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

①経常収支比率 90.2% 90.4% 92.3% 94.3%

②実質公債費比率�
　（３カ年平均） 11.3% 10.8% 8.5% 9.0%

③将来負担比率 105.1% 106.3% 104.6% 105.6%

①経常収支比率
　�　市税など、市が使いみちを自由に決められる収入が、人件費、
扶助費、公債費など毎年度、固定的に支出される経費にどの程度
使われているのかを表し、「財政運営のゆとり」を見る指標です。
　�　平成24年度決算は86.1％で、県内40市平均90.5％を下回りま
したが、扶助費、公債費、繰出金の増大が想定されるため、上
昇傾向にあります。
②実質公債費比率（25％以上でイエローカード）
　�　市が自由に使える財源を、借入金返済にどのくらい使ってい
るかを表す指標です。
　�　平成24年度決算は10.1％で、県内40市平均6.5％を上回りまし
た。今後も大きな変化はなく、ほぼ横ばいで推移する見込みです。
③将来負担比率（350%以上でイエローカード）
　�　市全体の借入金現在高が、自由に使える財源の何年分にあた
るかを表す指標です。
　�　平成24年度決算は106.3％で、県内40市平均39.7％を大きく上
回りました。これは、市民の皆さんの安全安心の確保や地域経
済発展のため、学校や道路などの社会資本整備を積極的に推進
してきたことが要因です。
　�　これからも計画的な市債発行に努めますが、今後もしばらく
は、同水準で推移する見込みです。
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主な歳入の推移

主な歳出の推移

今後、実施しなければならない小中学校の大規
模改造工事、公民館の耐震工事、道路新設改修
工事、清掃センター焼却施設修繕、消防ポンプ
車の購入などの経費を見込んでいます。

障がい者、高齢者、生活困窮者、児童などへの支
援に要する経費。自立支援サービスの利用増加や
高齢化の進行により、年々増加する見込みです。

市が銀行などから調達する借入金。下の投資的
経費に比例して推移する見込みです。なお、地
方交付税の代替財源として借り入れる臨時財政
対策債も含みます。

道路や学校などを整備するために借り入れたお金の返
済金。平成 28・29年度については、地方交付税の代
替財源として借り入れた臨時財政対策債の返済の影響
により、前年度に対して増額となる見込みです。

職員給与や議員報酬など。「定員適正化計画」に
基づき職員実労 400人を継続するため、ほぼ横
ばいで推移する見込みです。

平成27年度は、3年に一度の土地・家屋の評価替え
に伴う固定資産税の減収と法人市民税の一部が国税
化されることによる減収の影響を見込んでいます。
28年度以降は緩やかに増収となる見込みです。

詳細については市ホームページをご覧いただくか、財政課へ
お問い合わせください。

総　　括
①今後の歳入（収入）は？
　�　日本の経済情勢は明るい兆しが見え始めていますが、
市税や普通交付税などの歳入について、今回の推計期間
においては同額程度の確保を見込んでいます。
②今後の歳出（支出）は？
　�　主に高齢化の進行による扶助費と特別会計への繰出金
が年々増加し、これに伴い歳出全体で増額となる見込み
です。
③今後の課題
　�　公共施設の改修・維持修繕費を中心とした投資的経費
は、施設の老朽化により今後ますます増加することが見
込まれます。
　�　しかし、扶助費および特別会計への繰出金が大幅に増
加する見込みの中、歳入の大きな増額は見込めないため、
想定される公共施設の改修・維持修繕を全て実施するこ
とは難しい状況であり、限られた財源の中でどのように
対応していくかが課題です。
④課題解決に向けて
　�　想定される公共施設の改修・維持修繕をすべて実施す
るために、市債を増額すれば財政状況が悪化することに
なり、財政調整基金（市の預金）を活用すれば数年で基
金が底をつき、大規模災害など緊急事態への財政的な備
えがなくなってしまいます。
　�　また、事業実施を先送りすると、施設を利用する市
民の皆さんの安全安心を確保することが難しくなりま
す。一方、人件費・扶助費・公債費は、義務的経費であ
り、任意に削減するのは困難です。
　�　これらのことから、将来的に全ての公共施設を「健全
な状態」で維持していくことは難しく、適正な行政サー
ビスを提供し続けるためには、公共施設の整理や要望の
少ない行政サービスの縮小・廃止も考えなければなりま
せん。

　～羽生市の将来を見据えて～

　　「中期財政推計」を策定しました
　市では、適正な行政サービスを提供し続けるために、職員の定数管理による総人件費の抑制、借入金残高の削減、財政調整基金現在高の増額
および市税の収納率向上などによる財政の健全化を推進してきました。
　一方、全国的な課題である少子高齢化の進行により増大する社会保障費や、一斉に更新時期を迎える公共施設の老朽化への対応が、本市にとっ
ても最大かつ喫緊の課題となっています。
　このような状況であっても、将来にわたって必要なサービスを提供するため、中期的な財政見通しとなる「中期財政推計」を行いました。

問い合わせ
財政課（内線371）

人件費

公債費

市　税

扶助費

投資的経費

市　債

※�平成26年度は、国の経済対策に沿って、前年度に編成した補正予算を執行するため、他の年度
に比べて予算規模が大きくなっています。

　�　今後も、羽生市の将来のあり方について市民の皆さんと共に
考えるため、さまざまな財政の情報を提供します。
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児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
者
（
支
給
停
止
者

を
含
む
）
は
、
毎
年
８
月
に
受
給
資
格

を
確
認
す
る
た
め
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

対
象
者
に
は
、
８
月
上
旬
に
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

８
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
に
子
育

て
支
援
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

現
在
の
状
況
を
直
接
お
会
い
し
て
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
郵
送
で

の
申
請
や
受
給
者
以
外
に
よ
る
代
理

提
出
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

提
出
期
間　

８
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

（
土
曜
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※ 

17
日
㈰
は
午
前
中
（
午
前
８
時
30
分

　

〜
正
午
）
の
み
受
付

▽
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
課
（
内
線
１
９
１
）

　

利
根
川
の
流
れ
に
育
ま
れ
、
四
季
お

り
お
り
の
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
羽

生
市
は
、
日
本
の
近
代
詩
史
に
名
を
と

ど
め
た
太
田
玉
茗
、
市
内
外
の
多
く
の

校
歌
を
作
詞
し
た
宮
澤
章
二
を
生
ん
だ

ま
ち
で
す
。

　

こ
の
二
人
を
郷
土
の
偉
人
と
し
て
顕

彰
す
る
た
め
、
心
に
描
く
み
な
さ
ん

の
「
ふ
る
さ
と
」
を
一
篇
の
詩
に
し
て
、

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

▽
応
募
締
切　

９
月
12
日
㈮

▽ 

そ
の
他　

応
募
要
領
は
、
各
学
校
を

通
し
て
配
布
し
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ

　

秘
書
広
報
課
（
内
線
２
０
４
）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
に
は
、
水
の
流
れ
を

表
示
す
る
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
が
あ
り
ま

す
。家
の
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉
め
て
も
、

こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た
ら
ど

こ
か
で
漏
水
し
て
い
ま
す
。
お
早
め
に

市
指
定
工
事
事
業
者
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側

の
水
道
管
漏
水
修
理
に
係
る
費
用
は
、

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

水
道
課〈
☎（
５
６
１
）０
９
６
９
〉

　

計
量
法
に
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は

８
年
ご
と
の
交
換
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
業
務
を
委
託
し
た
業
者
が
、
７

月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
メ
ー
タ

ー
交
換
を
行
い
ま
す
。
交
換
対
象
宅
に

は
、
事
前
に
「
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を

配
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
交
換
の
た
め
業
者
が
敷
地
内

に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
立
会

い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
費
　
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
　
　

　

水
道
課〈
☎（
５
６
１
）０
９
６
９
〉

　

国
で
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、耕

作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
の
課
題
か
ら
農

政
改
革
が
行
わ
れ
、
今
後
、
国
の
支
援

策
は
認
定
農
業
者
等
に
対
し
て
重
点
的

に
行
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
市
で
は
、
認
定
農
業
者

制
度
等
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
認
定
農
業
者
制
度
と
は
…

　

自
ら
の
経
営
を
計
画
的
に
改
善
す
る

た
め
に
作
成
し
た
「
農
業
経
営
改
善
計

画
」
が
市
に
認
定
さ
れ
た
農
業
者
の
こ

と
で
す
。
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に

対
し
て
、
米
生
産
調
整
等
の
優
遇
や
国

に
よ
る
経
営
所
得
安
定
対
策
な
ど
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
日
　
時　

８
月
28
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
　
所　

市
民
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
15
日
㈮
ま

で
に
農
政
課（
内
線
２
８
１
）へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

合格向けていよいよスタート！

宅地建物取引主任者

不動産業界はもとより、民法・税法・建築基準法
といった各種法律を学んだ資格者として様々な
業種から求められている人気の高い国家資格です

●今すぐスタート「スーパー本科コース」　通学＋Web
　　　　　公認スクール　　羽生校　　　　　

●３月下旬開講「本科コース」 通学 〒３４８－００５２　埼玉県羽生市東８－２－２

☎ ０４８－５９４－９３４１
【基準達成合格率76.6％】当学院宅建コースに在籍
し出席率60％以上、模擬試験正答率60％以上の基
準を満たした方1369名中1049名合格の合格率

FAX　 ０４８－５９４－９３４２ 羽生市西 2‒14‒22　  563‒2558TEL

ほけんショップアイ 検  索

夏のレジャーには、安心の国内・
海外旅行保険がおすすめです!　　

もうすぐ夏休み!! 出井接骨院·鍼灸院
348－0053　羽生市南 1-11-20
TEL 048－598－7740

各種保険取扱い

骨折·捻挫·脱臼·打撲
交通事故の負傷

受付のパートタイマーを募集中！

往診しますご相談ください

診察時間 月 火 水 木 金 土

午前９:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後３:00～７:00 ○ ○ ／ ○ ○ ／

市長偶感市長偶感
▽
６
月
15
日
、
上
新
郷
で
行
わ
れ
た
「
全
日

本
さ
わ
や
か
泥
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
in

羽
生
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
２
月
の
大
雪
で

参
加
者
の
控
室
と
な
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が

壊
れ
、
大
会
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

無
事
開
催
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に
は
、
本
当

に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
こ
の
大
会
も
５
回
目

と
な
り
、
す
っ
か
り
羽
生
の
初
夏
の
代
表
的

な
催
し
に
な
り
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も

泥
ん
こ
に
な
り
、
あ
ち
こ
ち
で
笑
い
が
起
き

る
楽
し
い
大
会
で
し
た
。

▽
６
月
22
日
、
第
九
回
ふ
る
さ
と
の
詩
の
表

彰
式
を
、
選
考
を
お
願
い
し
て
い
る
菊
田 

守

先
生
、
木
坂 

涼
先
生
ら
日
本

の
詩
人
会
で
も
著
名
な
方
々
も

お
迎
え
し
、
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽

生
で
開
催
し
ま
し
た
。
太
田
玉

茗
賞
に
輝
い
た
金
井
節
子
さ
ん

の
「
ふ
い
ご
の
風
」
を
は
じ
め
、

ど
の
受
賞
作
品
も
作
者
の
ふ
る

さ
と
へ
の
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
く
る
素
晴
ら
し
い
詩

ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

「
ふ
る
さ
と
の
詩
」
を
通
じ
て
、
文
化
都
市

羽
生
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

▽
毎
年
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
行
っ
て

い
た
市
政
懇
談
会
で
す
が
、
「
議
会
の
よ
う

だ
」
「
も
っ
と
発
言
し
や
す
い
雰
囲
気
で
行

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
そ
の
開
催
方
法
に
つ

い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
度
よ
り
「
市
民
座
談
会
」
へ
名

称
変
更
し
、
開
催
時
期
、
懇
談
テ
ー
マ
、
進

行
方
法
等
に
つ
い
て
各
地
区
の
要
望
に
合
わ

せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
や
意
見
、
提
案

を
伺
う
形
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
そ

の
場
で
即
座
に
ご
回
答
出
来
か
ね
る
も
の
も

多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

持
ち
帰
っ
て
今
後
の
市
政
に
ど
う
反
映
し
て

い
け
る
か
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
提
案
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

▽
気
温
も
湿
度
も
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

水
分
補
給
を
ま
め
に
行
う
な
ど
、
熱
中
症
に

は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
市
内
で
振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
慌
て
ず
、
ま
ず
は
家
族
や
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し

漏
水
の
早
期
発
見
を
！

第
10
回 

小
中
学
生「
ふ
る
さ
と
の

詩
」を
募
集
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を

行
い
ま
す

認
定
農
業
者
制
度
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の「
現
況
届
」提
出
を
！

犬のふんと一緒に
マナーやモラルまで捨てていませんか？
　犬の飼い主の皆さん、愛犬との散歩の際、ふんの後始末はどう
していますか。
　最近、「犬のふんが放置されている」という苦情や相談が多数寄
せられています。
　「誰も見ていないし、まぁいいか」と後始末をしない飼い主。し
かし、意外に地域の方は見ています。中には、スコップやビニー
ル袋などを持ち歩いているにも関わらず、ふんの後始末をせずに
通り過ぎる方もいるそうです。
　住んでいる地域に犬のふんが落ちていると、誰でも気持ちよい
ものではありません。
　地域の方に不快感を与えることなく、また住民間のトラブルを
防ぐためにも、飼い主としてのきちんとしたマナーを心がけまし
ょう。

▷問い合わせ　健康づくり推進課（内線 176）

⇦ 犬のふんの放置で
お困りの方に、啓
発用看板を無料で
配布しています

パイロット

埼玉県動物の愛護及び管理に関する条例

合格向けてラストスパート！

●８月上旬開講「直前対策」
　通常学費10万円+消費税
●９月下旬開講「直前攻略」
　通常学費５万円+消費税
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羽
生
市
は
明
治
の
文
豪
、

田
山
花
袋
の
名
作『
田
舎
教

師
』の
舞
台
と
な
っ
た「
ま

ち
」で
す
。

　

こ
の
小
説
の
中
で
、「
山

形
古
城
」の
名
で
登
場
す
る 

建
福
寺
住
職 

太
田
玉
茗
は
、

島
崎
藤
村
や
国
木
田
独
歩

ら
と
と
も
に
新
体
詩
の
確

立
の
た
め
に
尽
力
し
た
人

物
で
あ
り
、
現
代
詩
の
生

み
の
親
と
も
い
え
る
詩
人

で
す
。

　

玉
茗
の
70
回
忌
を
機
に
、

平
成
７
年
に
第
１
回「
ふ
る

さ
と
の
詩
」の
募
集
が
始
ま

り
、
今
で
は
羽
生
市
が
行

う
詩
の
募
集
事
業
と
し
て
、

全
国
に
そ
の
名
が
広
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
第
九
回
ふ
る
さ
と
の
詩
で

は
、
大
賞
で
あ
る
太
田
玉
茗
賞
に
、
さ

い
た
ま
市
の
金
井
節
子
さ
ん
の
作
品

「
ふ
い
ご
の
風
」
が
輝
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
描
写
に
は
迫
力
と
説
得
力

が
あ
り
、
日
本
の
当
時
の
文
化
を
知
る

こ
と
も
で
き
る
作
品
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
寄
せ
ら
れ
た
す
べ
て
の
作

品
は
、
同
じ
よ
う
に
作
者
の
皆
さ
ん

の
、
大
切
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

■
受
賞
作
品
集
を
市
役
所
で
販
売
中
！

▽
価
　
格　

５
０
０
円
（
１
冊
）

▽
販
売
場
所　

秘
書
広
報
課

　
　
　
　
　

（
内
線
２
０
４
）

　

市
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
、
ふ
る
さ
と
の

「
風
」
を
題
材
に
、
詩
の
全
国
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
募
集

に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
か
ら
、
ま
た

海
外
か
ら
も
詩
が
寄
せ
ら
れ
、
応
募
者
の
最
高
齢
は
92
歳
、
最
年

少
は
15
歳
と
幅
広
い
層
か
ら
、
合
計
７
４
５
篇
も
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
３
月
９
日
推
薦
会
が
行
わ
れ
、
７
４
５
篇
の
作
品
の
中

か
ら
73
篇
を
推
薦
選
考
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
４
月
12
日

に
選
考
会
が
開
催
さ
れ
、
入
賞
作
品
の
選
考
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
６
月
22
日
に
は
、
入
賞
者
や
選
考
を
お
願
い
し
た
委

員
の
方
々
を
迎
え
、
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生
で
表
彰
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

私
の
家
は
プ
レ
ス
屋
だ
っ
た

父
は
「
け
っ
と
ば
し
」
と
い
わ
れ
る

プ
レ
ス
機
械
に
取
り
付
け
る
ぬ
き
型
作
り
の
職
人
。

十
セ
ン
チ
四
方
の
鉄
盤
を

ハ
ン
マ
ー
を
打
ち
、
砕
き

板い
た
の
こ鋸
と
い
う
鉄
を
切
る
鋸
と

研
磨
機
や
金
属
鑢や

す
りを

使
い

ひ
と
月
も
ふ
た
月
も
鉄
盤
に
さ
わ
る

製
品
の
ぬ
き
型
を
作
っ
て
い
く

父
は
胸
を
張
る

こ
れ
か
ら
が
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
よ

焼
き
入
れ
は

出
来
上
が
っ
た
型
を
焜
炉
の
中
に
す
っ
ぽ
り
入
れ

火
力
の
強
い
コ
ー
ク
ス
を
山
盛
り
に
し

ふ
い
ご
の
風
を
焜
炉
の
小
窓
め
が
け
送
る

青
光
り
の
火
柱
を
あ
げ
る
コ
ー
ク
ス

火
花
は
四
方
に
爆
ぜ

烈
風
は
ゴ
オ
ー
っ
と
音
た
て
て
走
り

風
を
呼
べ　

コ
ー
ク
ス
を
盛
れ　

風
を
と

そ
ー
れ
ド
ッ
ト
コ
イ　

ド
ッ
ト
コ
イ
勢
い
づ
く
父

あ
れ
よ
こ
れ
よ
と
い
つ
も
乗
せ
ら
れ

私
も
妹
、
弟
も
ふ
い
ご
を
押
す

押
し
た
り
戻
し
た
り

木
箱
に
質
素
な
手
押
し
の
棒
が
つ
い
た
送
風
機

風
は
炎
の
あ
ん
ば
い
も
心
得
て
く
る

鉄
の
芯
ま
で
真
っ
赤
に
焼
け
た
だ
れ
た
型
は

一
瞬
水
に
潜
ら
せ
ま
た
焼
き
入
れ
る
数
回

鉄
は
し
な
や
か
に
頑
丈
な
重
力
に
も
耐
え

ひ
び
割
れ
も
防
ぐ

い
の
ち
が
生
ま
れ
る

や
が
て　

び
わ
色
の
灯
り
が
染
ま
る
町
並
み

一
日
を
働
い
た
ふ
い
ご
は
仕
事
場
の
隅
に

優
し
い
寝
息
を
た
て
た

慎
ま
し
く
生
き
る
プ
レ
ス
職
人
の
町

ふ
い
ご
の
風
が
町
の
灯
り
が
消
え
な
い
こ
と
を

私
は
願
っ
て
い
た

太
田
玉
茗
賞

　
ふ
い
ご
の
風

　
　
　

金
井 

節
子 

さ
ん　
　

○太田玉茗賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略
「ふいごの風」 金井　節子　（さいたま市）
○優秀賞
「再びの風」 三好　郁子　（山口県山口市）
「時の風」 林　　哲也　（北本市）
「きびしく甘い」 高森美由紀　（青森県三戸町）
「山鳴り」 高田　　真　（東京都昭島市）
「ポプラの木たちを眺めていた」 惠良　正巳　（福岡県福岡市）
○佳　作
「ふるさとの風」 比留間美代子（さいたま市）
「風」 駒橋きみ子　（栃木県鹿沼市）
「アオスジアゲハ」 戸田　和樹　（京都府京都市）
「私の風」 大井　　鞠　（広島県広島市）
「生きる理由」 竹野　　滴　（宮城県仙台市）
「言葉の破片」 小野　正和　（東京都板橋区）
「いのちのふるさと」 野上　夏美　（兵庫県神戸市）
「百日草ゆれて」 井上　秀子　（東京都練馬区）
「ふるさとの風」 石川　厚志　（小川町）
「窓辺のそよ風」 河内さち子　（鴻巣市）
○市民奨励賞
「樫の風」 髙田　昭子　（今泉）
「迎えにいくよ」 金子めぐみ　（委安）
「風鈴」 蓮見　直子　（中央５丁目）

第九回　ふるさとの詩入賞者

第
九
回

表
彰
式
を
開
催

市民奨励賞を受賞された皆さん
（前列左三番目から蓮見さん、髙田さん、金子さん）
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（テキスト代等含む）
無利息分割払いもあり9/21修了

8/7開講
㈱アイケイメディカル
埼玉介護アカデミー事務局
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許可番号   東中福　第44号（平成26年4月10日指定）

埼玉県知事指定　　　　　（旧ホームヘルパー2級）

介護職員初任者研修講座
￥88,0008月コース生

募　集

　

こ
の
講
座
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｐ
と
い
う
親
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
「
し
つ
け
」

を
練
習
し
ま
す
。

　

子
ど
も
へ
の
伝
わ
り
や
す
い
言
い
方
、

ほ
め
方
、
注
意
の
仕
方
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
マ

ン
ガ
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
学
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
し
て
ト
レ
ー
ナ
ー
に
向

か
っ
て
実
際
に
練
習
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
み
ん
な
の
前
で
の
練
習
は
少
し
恥

ず
か
し
い
で
す
が
、
こ
れ
が
大
切
で
す
。

一
緒
に
練
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

Ｃ
Ｓ
Ｐ
と
は
「
誰
で
も
で
き
る
子
育

て
」
と
い
う
意
味
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
開
発
さ
れ
た
も
の
を
日
本
に
な
じ

む
よ
う
再
開
発
し
た
も
の
で
す
。

▽�

日
　
時　

９
月
３
・
17
日
、10
月
１
・

15
日
、
11
月
５
・
19
日
㈬（
全
６
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
　
所　

市
民
プ
ラ
ザ
２
０
３
研
修
室

▽�

対
　
象　

３
歳
～
12
歳
の
お
子
さ
ん

を
も
つ
保
護
者

▽�

定
　
員　

８
名
程
度
（
抽
選
）

▽
費
　
用　

無
料

▽�

そ
の
他　

託
児
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
子
さ
ん
の
参
加
は
な

る
べ
く
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月
15

日
㈮
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
（
内
線

１
９
３
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
県

内
在
住
の
交
通
遺
児
等
を
対
象
に
、
援

護
一
時
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※「
交
通
遺
児
等
」と
は
、
18
歳
以
下
の

人
で
、
保
護
者（
一
方
ま
た
は
双
方
）が

交
通
事
故（
陸
海
空
す
べ
て
の
交
通
事

故
が
対
象
）に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重

い
障
が
い
を
負
っ
た
方
を
い
い
ま
す
。

▽�

対
象
者　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
、

交
通
遺
児
等
と
な
っ
た
県
内
在
住
の

18
歳
以
下
の
方

▽
給
付
額
（
子
ど
も
１
人
に
つ
き
）

　

10
万
円
（
１
回
の
み
）

▽
給
付
時
期

　

平
成
26
年
10
月
ま
た
は
平
成
27
年
４
月

▽
申
請
書
類

　

�

市
役
所
地
域
振
興
課
、
各
学
校
等
で

配
布

▽
提
出
期
限

　

平
成
26
年
10
月
支
給
分

　

平
成
26
年
８
月
31
日
ま
で

　

平
成
27
年
４
月
支
給
分

　

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で

▽
提
出
先

　

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店

［
郵
送
ま
た
は
持
参
］

（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２

−
６
−
18
）

▽
問
い
合
わ
せ

　

県
防
犯
・
交
通
安
全
課

　
〈
☎
０
４
８（
８
３
０
）２
９
５
８
〉

　

桑
崎
獅
子
舞
保
存
会
と
下
手
子
林
獅

子
舞
保
存
会
が
、
毎
年
地
域
の
神
社
で

の
公
開
の
ほ
か
、
市
が
開
催
す
る
夏
ま

つ
り
や
郷
土
芸
能
発
表
会
等
へ
の
出
演

を
通
じ
た
、
文
化
財
保
護
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
、
埼
玉
県
文
化
財
保
護
協
会

か
ら
優
良
文
化
財
保
護
団
体
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
伝
統
文
化
の
伝
承
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
（
内
線
３
１
４
）

市民レポーター市民レポーター市民レポーター

　

５
月
25
日
、
第
１
回
目
と
な
る
『
西

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
新
羽
生
祭
り
』
が
岩
瀬
土
地

区
画
整
理
地
内
の
公
園
通
り
に
て
、
盛

大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
作
ら
れ
た
お

神
輿
の
材
料
は
空
き
缶
。
美
し
い
曲
線

を
作
り
出
す
の
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

美
し
く
彩
ら
れ
た
初
め
て
の
お
神
輿
に

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
！
ム
ジ
ナ
も
ん

を
先
頭
に『
わ
っ
し
ょ
い
！
わ
っ
し
ょ

い
！
』と
軽
快
に
練
り
歩
き
、会
場
に
は

元
気
な
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、模
擬
店
、子
ど
も
製
作
体
験
、

無
料
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、珍
し
い
白
バ
イ

や
消
防
車
の
展
示
な
ど
も
あ
り
、メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
で
は
郷
土
芸
能
の
白
山
太
鼓

や
子
ど
も
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、さ
わ
や

か
な
風
と
太
陽
の
下
、子
ど
も
を
中
心
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
来
場
者
は
約
５
０
０
名
！
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
新
旧
住

民
の
有
意
義
な
交
流
の
場
と
な
り
、
岩

瀬
の
魅
力
が
ま
た
一
つ
増
え
た
お
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　

高
橋　

真
弓
さ
ん
（
中
岩
瀬
）

岩
瀬
に
神み

こ
し輿

が
や
っ
て
き
た
！

子
育
て
テ
ク
ニ
ッ
ク
練
習
講
座

「
怒
鳴
ら
な
い
し
つ
け
の
方
法
」

を
学
び
ま
せ
ん
か

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ
の

援
護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
　
　

優
良
文
化
財
保
護
団
体
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
は
、
古
来
、
独

自
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
私
の
住
む
町
屋
も
そ
の
例

外
で
は
な
い
。
そ
れ
を
お
獅
子
様
と
呼

ぶ
。
江
戸
中
期
よ
り
始
ま
っ
た
と
聞
く
。

騎
西
の
玉
敷
神
よ
り
ご
神
宝
（
面
と
木

剣
）
を
借
り
受
け
、
毎
年
７
月
、
無
病

息
災
を
願
っ
て
各
家
庭
を
回
っ
て
歩
く
。

子
ど
も
た
ち
は
供
物
の
ま
ん
じ
ゅ
う
欲

し
さ
に
お
獅
子
様
に
つ
い
て
回
っ
た
も

の
だ
。

　

時
は
移
り
、
生
活
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
、
価
値
観
が
多
様
化
す
る
今
日
、

こ
の
祭
り
の
盛
り
上
が
り
に
は
往
時

の
面
影
は
な
い
。
「
ア
ー
リ
ヤ
イ
ラ
ー

イ
」
の
呼
び
声
も
消
え
て
久
し
い
。
現

実
に
は
当
番
役
員
が
小
宴
を
と
も
に
し
、

さ
い
銭
を
奉
納
し
て
、
神
社
に
返
納
す

る
だ
け
の
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
く
。

　

健
康
を
神
々
に
祈
願
す
る
時
代
か
ら
、

医
療
に
頼
る
時
代
へ
の
移
行
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
る
人
々
の
心
の
変

貌
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。
昔
を
知
る
者
に
は
寂
し

い
が
、
こ
れ
が
現
実
で
あ
る
。

　

も
う
す
ぐ
お
獅
子
様
が
今
年
も
や
っ

て
く
る
。

　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー　

岡
戸　

道
雄
さ
ん
（
町
屋
）

手
子
林
の
お
獅
子
様

表彰式の様子（上段左から下手子林獅子舞保存会の小暮さ
ん、関根さん、桑崎獅子舞保存会の五月女さん、河田さん）

大気中の放射線量測定結果
〈測定日：７月２日㈬〉

区　　　分 新郷第一小 須影小 三田ヶ谷小 平和公園
測定値(μSv/h) 0.054 0.045 0.043 0.038

こころの体温計でメンタルチェック！
　市では、健康増進事業の一環として、「こころの健康」に
関心を持っていただくため、こころのストレス度や落ち込み
度がチェックできる「こころの体温計」の運用を始めました。
ぜひお気軽にご利用ください。

※その他不安なことがある場合は気軽にご相談ください。
▷問い合わせ　健康づくり推進課（内線 173）

大家さん、困りごとトラブルはございませんか。
空室でお困りの大家さん、ご相談下さい。
相続と不動産のお困りごともご相談下さい。
土地・建物の売買も当店へ（秘密厳守）
アパート・戸建のリフォーム全般やっています。

（有）スズヨシ　048－594－7281
羽生市西１ー１ー１　羽生駅前西口ロータリー横

「不動産・　　のご相談は当店へ」売買
賃貸

テ
レ
ビ
朝
日
「
お
願
い
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

当
店
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ジ
テ
レ
ビ『
エ
チ
カ
の
鏡
』

で
放
送
さ
れ
ま
し
た

昭和58年の様子
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羽生市役所　☎561‒1121㈹

　

任
期
満
了
に
よ
る
羽
生
領
島
中
領
用

排
水
路
土
地
改
良
区
の
総
代
総
選
挙
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
投
票
日
時　

８
月
10
日
㈰　

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

▽
立
候
補
届
出
受
付

　

８
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽ 

立
候
補
届
出
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

同
委
員
会
（
内
線
２
３
１
）

　

耕
地
整
理
事
業
等
に
よ
り
、
１
反
区

画
に
整
備
さ
れ
た
ほ
場
を
、
畦
畔
除
去

お
よ
び
均
平
整
地
に
よ
り
大
区
画
化

し
、
農
作
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

▽ 

対
象
区
域　

農
用
地
区
域
（
青
地
の

区
域
）
の
農
地

※
市
計
画
面
積
…
３
ha

▽ 
要
　
　
件　

主
穀
（
米
・
麦
・
大
豆
）

な
ど
作
物
を
生
産
す
る
ほ
場
で
あ
る

こ
と

▽ 

実
施
方
法　

県
農
林
公
社
が
畦
畔
除

去
お
よ
び
均
平
整
地
を
行
い
ま
す
。

▽ 

費
　
　
用　

国
の
補
助
事
業
の
活
用

に
よ
り
、
自
己
負
担
な
し

▽
工
事
時
期　

平
成
27
年
度

▽
申
込
期
限　

８
月
15
日
㈮

▽ 

そ
の
他　

著
し
く
高
低
差
（
10
㎝
以

上
）
が
あ
る
場
合
、
お
受
け
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　

農
政
課
（
内
線
２
８
７
）

　

気
軽
に
楽
し
め
る『
花
火
』。し
か
し
、

正
し
く
取
り
扱
わ
な
い
と
火
災
や
、
や

け
ど
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■ 

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

説
明
書
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

く
読
む
。

○ 

花
火
は
人
や
家
に
向
け
た
り
、
近
く

に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

○ 

風
の
強
い
日
は
、花
火
遊
び
を
や
め
る
。

○ 

水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
後

片
付
け
を
き
ち
ん
と
す
る
。

○ 

大
人
と
一
緒
に
遊
び
、
夜
遅
く
ま
で

騒
が
な
い
。

○ 

正
し
い
方
法
で
正
し
い
位
置
に
点
火

す
る
。

○ 

途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
花
火
の
中

を
の
ぞ
か
な
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　
〈
☎（
５
６
５
）１
２
３
４
〉

　

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
働
い

て
い
る
方
を
対
象
に
、
実
務
で
役
立
つ

技
能
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

▽ 

日
　
時　

９
月
８
日
㈪
・
９
日
㈫
・

11
日
㈭
・
12
日
㈮
〈
４
日
間
コ
ー
ス
〉

　

午
後
６
時
〜
９
時　
　

▽
場
　
所
　

　

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分
校

▽ 

内
　
容　

介
護
福
祉
士
試
験
準
備
講

習
（
人
間
と
社
会
）

▽
定
　
員　

30
名
（
抽
選
）

▽
費
　
用　

２
０
０
０
円

▽ 

申
し
込
み　

８
月
１
日
㈮
か
ら
10
日

㈰
ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た

は
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　

 http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
soshiki/j20/

○
あ
て
先　

〒
３
６
８

－

０
０
３
５

　

秩
父
市
上
町
３

－

21

－

７

　

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分
校

▽
問
い
合
わ
せ

　

同
校〈
☎
０
４
９
４（
22
）１
９
４
８
〉

▽
日
　
時　

８
月
３
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
　
所　

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生

▽ 

内
　
容　

合
唱
、
絵
手
紙
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
、
着
付
、
古
典
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、

英
会
話
、
気
功
、
太
極
拳
な
ど

▽
受
講
料　

無
料

※
材
料
費
が
か
か
る
場
合
あ
り

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月
28

日
㈪
ま
で
に
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生

〈
☎（
５
６
３
）５
１
１
１
〉へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

 もういいかい
　 火を消すまでは まあだだよ

㈲ハイウエイ

羽生市上村君1012－1　電話048－565－0059
消防用設備等点検、施工　地下タンク等定期点検

６月中の救急と火災
救　急
火　災

209  件
2  件

オ　ン

羽
生
領
島
中
領
用
排
水
路
土
地
改

良
区
の
総
代
総
選
挙
を
実
施

ほ
場
（
田
畑
）
の
大
区
画
化
を

お
手
伝
い
し
ま
す

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分
校

技
能
講
習
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生

行
っ
て
見
て
体
験
♪

１
日
だ
け
の
無
料
体
験
講
座
大
集
合
！

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　　　　　　　　　　　　　

　このマークは、聴覚障がいを理由に運
転免許に条件付けされている方が、周囲
の運転者に対する注意喚起のため、運転
する車に表示するものです。危険防止の
ためやむを得ない場合を除き、このマー
クを付けた自動車に対して無理な幅寄せ
や割り込みなどの行為は、道路交通法違
反となります。
▷問い合わせ　社会福祉課（内線153）

聴覚障がい者標識

  市職員採用試験のお知らせ
　市では、平成27年４月採用予定の職員採用試験を実施します。
■受験案内・申込書の配布　市役所２階総務課

　※地方公務員法第16条の規定する欠格条項に該当する人は、受験できません。

問い合わせ　総務課（内線233）

▷申し込み
　〇期間　７月28日㈪～８月６日㈬　※土・日曜日は除く
　　　　（ただし、８月３日㈰は午前９時から正午まで受付します。）
　○時間　午前８時30分～午後５時15分
　○場所　総務課　

▷第１次試験日　　９月21日㈰
▷第２次試験の方法・時期　 第１次試験合格者のみ面接試験を11月中に実

施予定
▷試験会場　市役所および消防本部

羽生市中央2-7-10
キンカ堂跡地そば
0120-255-418

よみうり新聞コラムでおなじみの

専門の相談員がいる木村歯科医院

③無痛インプラント
オペ室で麻酔医と一緒に

②e-smile予防クラブ
北欧式、先端の予防歯科

①無料相談と健康講座
治療よりまず話を希望される方へ

職　種 採用予
定者数 受　　　験　　　資　　　格

一般事務
（上級）

３名

大学卒業または卒業見込みの人で、昭和59年４月２日以降
に生まれた人

一般事務
（身体障がい
者対象）

高等学校卒業または卒業見込みの人で、昭和59年４月２日
以降に生まれた人（身体障害者手帳の交付を受け、介護者
なしに職務遂行可能で、活字印刷による試験および口述試
験に対応できること）

土　木 ２名 大学で土木の専門課程を専攻し卒業または卒業見込みの人
で、昭和54年４月２日以降に生まれた人

学芸員
（埋蔵文化

財）
１名

大学（院）で日本考古学を専攻し学芸員の資格を有する人ま
たは平成27年３月までに資格取得見込みの人で、昭和54年
４月２日以降に生まれた人（埋蔵文化財調査補助員として
２年以上の発掘調査経験があること）

職　種 採用予
定者数 受　　　験　　　資　　　格

社　会
福祉士 １名 社会福祉士の資格を有する人または平成27年３月までに資

格取得見込みの人で、昭和54年４月２日以降に生まれた人

保育士 ２名 保育士の資格を有する人または平成27年３月までに資格取
得見込みの人で、平成元年４月２日以降に生まれた人

保健師 ２名 保健師の資格を有する人または平成27年３月までに資格取
得見込みの人で、昭和54年４月２日以降に生まれた人

消　防
（含  救急
救命士）

４名

高等学校卒業または卒業見込みの人で、平成元年４月２日
以降に生まれた人（救急救命士の資格を有する人または平
成27年３月までに国家試験受験資格取得見込みの人を含
む）
視力が、矯正視力を含み、両眼で0.7以上かつ一眼でそれぞ
れ0.3以上あり、色覚および聴力が正常であること
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市内公共施設　臨時休館のお知らせ
車・バイク買取致します !
不動車でもご相談下さい !
アップル羽生122号バイパス店
TEL 048－560－3695

セレモニーサイトセレモニーサイト
☎048－578－4101
羽生市東７ｰ14ｰ１

羽生
市役所前

安心と信頼のご葬儀

24時間対応・事前相談承ります。
セレモニーサイト

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
　市では、住民基本台帳法に基づき住民基本台帳の閲覧を実施しています。これは、法に基づく業務のための調査や世論調査対象者の抽出など、公的
な目的の場合に限り閲覧できるもので、営利目的の閲覧は禁止されています。平成25年度の閲覧状況は次のとおりです。
■住民基本台帳閲覧状況（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

閲　覧　日 閲覧申請者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

６月7日 株式会社　タイム・エージェント
代表取締役　渡部　啓之 平成25年度埼玉県警察県民意識調査 中央５丁目、大字下川崎に在住の満20歳以上の男女40人

６月12日 株式会社　サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤　士朗 平成25年度埼玉県政世論調査 南２丁目に在住の満20歳以上の男女19人

６月13日 株式会社　日本リサーチセンター
調査部長　中村　美夫

４～９歳・10代のスポーツライフに関する
調査 北１丁目、東２丁目に在住の満４～ 19歳の男女30人

６月20日 株式会社　アストジェイ
代表取締役　柚原　滋明 自転車交通安全県民意識調査 南２丁目、大字秀安に在住の満20歳以上の男女40人

10月7日 社団法人　中央調査社
会長　西澤　豊 2013年11月全国放送サービス接触動向調査 東７丁目に在住の満７歳以上の男女12人

12月18日 株式会社　ビデオリサーチ
代表取締役社長　秋山　創一 2014年全国たばこ喫煙者率調査 大字藤井上組に在住の

大正13年５月１日～平成６年４月30日生まれの男女20人

１月21日・22日 株式会社　日本リサーチセンター
調査部長　中村　美夫 通信動向利用調査 市内全域の20歳以上の男女192人

２月26日 株式会社　日本リサーチセンター
調査部長　中村　美夫 乳幼児に関する調査

西５丁目、北１～３丁目、東１～９丁目、大字羽生、大字上
羽生、大沼１～２丁目、大字下新郷、大字上新郷、大字下川
崎、大字上川崎、大字須影、大字砂山、大字加羽ヶ崎、大字
秀安、大字下羽生、大字上岩瀬、大字中岩瀬、大字下岩瀬、
大字小松に在住の１歳～３歳未満の男女50人

３月19日 株式会社　日本リサーチセンター
調査部長　中村　美夫 家計の金融行動に関する世論調査 大字須影に在住の満20歳以上の男女22人

問い合わせ　市民生活課（内線134）

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　
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実　

�

今
年
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
は
に
ゅ
コ

レ
）
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
参
列
す
る
結
婚
式
を
企
画
中
で
す
。

　
　

�

結
婚
式
の
参
加
カ
ッ
プ
ル
を
募
集
中
で
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ム　

さ
み
っ
と
へ
の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
だ
も
ん
。

実　

�「
我
が
ま
ち
」
の
宣
伝
部
長
た
ち
が
、
世
界
中
か
ら
一
斉
に
羽
生

に
集
う
迫
力
の
２
日

間
。
ド
キ
ド
キ
ワ
ク

ワ
ク
の
楽
し
い
ひ
と

と
き
に
な
り
ま
す
よ

う
実
行
委
員
一
同
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

ム　

�

さ
み
っ
と
の
開
催
が
決
ま
り
わ
く
わ
く
ド
キ
ド

キ
し
て
い
る
ム
ジ
ナ
も
ん
だ
も
ん
。
今
回
は
さ

み
っ
と
の
実
行
委
員
長
を
直
撃
す
る
ん
だ
も
ん
。

実　

�「
世
界
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
さ
み
っ
と
in
羽
生
」
の
実

行
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
泰
居 

真
奈
美
で
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ム　

�

で
は
早
速
、
委
員
長
に
質
問
だ
も
ん
。
ズ
バ
リ

今
年
の
さ
み
っ
と
の
見
ど
こ
ろ
は
？

ム
ジ
ナ
も
ん
七
変
化
　

　

最
近
の
ム
ジ
ナ
も
ん
は
、
得
意

の
七
変
化
で
お
友
達
の
キ
ャ
ラ
に

大
変
身
。
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
出

没
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、

ム
ジ
ナ
も
ん
の
七
変
化
を
見
つ
け

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

市内出展者を募集中!!　詳しくは広報はにゅう７月号と一緒に配布した回覧をご覧ください。
▷問い合わせ　世界キャラクターさみっとin羽生実行委員会事務局
　　　　　　　（キャラクター推進室内）〈☎（560）3119〉

ふっかちゃんに変身

さのまるに変身

泰居真奈美  実行委員長

市内公共施設　臨時休館のお知らせ
■市民プラザ　　
▷期　日　　８月９日㈯・10日㈰
　　　　　　※自動交付機も利用不可
▷問い合わせ　　商工課〈☎（560〉3111〉
■各公民館　　　
▷期　日　　８月13日㈬・14日㈭・15日㈮
　　　　　　※各証明書の発行も不可
▷問い合わせ　　生涯学習課（内線312）

有料広告

11月22日㈯・23日㈰
開　催

８月の開催予定
7月31日～4日 本命バトル祭・アサヒスーパードライカップ
7月31日～3日 OBCラジオ大阪杯（尼崎）
5日～10日 プレミアムＧⅠ第28回レディースチャンピオン（三国）
9日～14日 第37回戸田ボート大賞サンケイスポーツ杯
26日～31日ＳＧ第60回ボートレースメモリアル（若松）

26日～27日 第８回ペラ坊ショップ杯　東京・大阪・福岡３都市対抗戦2014（福岡）
28日～31日 第3回住信ＳＢＩネット銀行賞（児島）

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

　
県
内
15
市
で
構
成
す
る
埼
玉
県
都
市

競
艇
組
合
の
収
益
金
の
一
部
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

～世界キャラクターさみっと開催記念～

クーポン付きグルメマップ
参加店を大募集！

　世界キャラクターさみっとin羽生実行委員会では、羽生市のピー
アールと活性化を図るため、クーポン付きグルメマップを作成しま
す。ぜひ興味のあるお店の方は、お問い合わせください。
■クーポン付きグルメマップ（両面カラーＡ４判）
▷構　　成　表面：各店舗のクーポン、裏面：羽生市のマップ
▷クーポン　対象　�市内店舗
　　　　　　大きさ　　縦28㎜×横130㎜
　　　　　　掲載料金　１マス10,000円
　　　　　　有効期限　12月31日まで可（自由に設定できます）
　　　　　　募集店数　30店（選考）
〈クーポン見本〉

▷配布枚数　５万枚
▷配布方法　さみっと開催会場(水郷公園)での配布
　　　　　　参加団体への配布(全国47都道府県)
▷問い合わせ　世界キャラクターさみっとin羽生実行委員会事務局
　　　　　　　（キャラクター推進室内）〈☎(560)3119〉

体にやさしいみんなの食堂です！
無農薬のお米、野菜を中心に自然調味料でお料理
しています。

はにゅう食堂 羽生市東6-15

048（561）●●●●            毎週月曜日

ランチ　  11:00 〜 16:00（O.S 15:30）
ディナー  18:00 〜 22:00（O.S 21:00）

火曜日はランチ
営業のみ

デ
ィ

ナ
ー

の
お

客
様

に
ビ

ー
ル

、
ワ

イ
ン

、
ソ

フト
ド

リ
ン

ク

1
0

0
円

引
き（

1
杯

）

は
に

ゅ
う

食
堂

有
効
期
限
/平
成
●
年
●
月
●
日
ま
で

特
別

企
画



羽生市役所　☎561‒1121㈹
　

　

最
近
歩
い
て
い
て
足
が
重
苦
し
い
と
か
、

お
尻
か
ら
足
に
か
け
て
痛
い
と
か
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
は
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
以
前
、
み
の
も

ん
た
さ
ん
が
手
術
し
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
と
は
、
腰
の
骨
や
椎

間
板
、
靭
帯
な
ど
が
加
齢
変
化
で
形
が
変
形

し
、
神
経
の
通
り
道
で
あ
る
脊
柱
管
の
ス
ペ

ー
ス
が
狭
く
な
る
病
気
で
す
。
腰
の
神
経
は

足
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
神
経
が
締

め
付
け
ら
れ
る
と
腰
痛
や
足
の
し
び
れ
が
出

て
き
ま
す
。
よ
く
坐
骨
神
経
痛
と
言
い
ま
す

が
、
こ
の
お
尻
か
ら
下
肢
に
か
け
て
の
痛
み

が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
で
は
、
こ
の
坐
骨
神
経
痛
が
歩
行
や
立
ち

っ
ぱ
な
し
に
よ
り
徐
々
に
悪
化
し
て
き
ま
す
。

こ
の
病
気
の
特
徴
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
し
び

れ
や
痛
み
は
少
し
前
か
が
み
に
な
っ
て
休
む

と
比
較
的
す
ぐ
改
善
し
ま
す
。
中
に
は
腰
痛

は
ま
っ
た
く
無
く
、
下
肢
の
痛
み
だ
け
を
訴

え
る
人
も
い
ま
す
。重
症
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、

軽
い
も
の
で
は
腰
痛
や
長
時
間
歩
行
で
の
下

肢
倦
怠
感
が
出
現
し
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、

歩
行
数
メ
ー
ト
ル
で
痛
み
の
た
め
動
け
な
く

な
る
、
安
静
時
に
も
す
ね
の
部
分
が
痛
く
て

我
慢
で
き
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
は
症
状
が
軽
度
で
あ
れ
ば
、
内
服
薬

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
と
な
り

ま
す
。
下
肢
痛
の
強
い
人
に
は
、
神
経
の
血

流
が
悪
い
の
で
、
血
管
を
拡
張
さ
せ
る
薬
を

投
与
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
が
強
く
、

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
人
は
、
硬
膜
外
ブ

ロ
ッ
ク
や
手
術
を
検
討
し
ま
す
。
よ
く
坐
骨

神
経
痛
は
治
ら
な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
早
期
に
的
確
な
診
断
を
し
、

治
療
し
て
い
け
ば
十
分
治
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
に
な
る
方
は
早
め
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。　

医
師　

中
原　

義
人

腰
ようぶせきちゅうかんきょうさくしょう

部脊柱管狭窄症

 

　
　
　     

（
旧
か
な
づ
か
い
使
用
）

紫
陽
花
や
雨
あ
る
た
び
に
色
深
め　
　

本
川
俣　

矢
辺　

敏
子

団
扇
風
止
め
て
佳
境
に
入
る
話　
　

南　
　

二　

山
﨑　

尚
生

日
の
光
し
つ
か
り
返
す
柿
若
葉　
　

南　
　

六　

山
畑
久
美
雄

ペ
ダ
ル
踏
む
武
蔵
国
な
か
青
田
風　
　

東　
　

四　

相
澤
み
さ
子

咲
き
揃
ふ
な
ん
ぢ
や
も
ん
ぢ
や
や
初
夏
の
苑

上
新
郷　

新
井　

享
子

夏
木
立
風
を
導
く
道
あ
り
し　
　

上
村
君　

新
井
ナ
ツ
江

登
校
の
傘
の
花
咲
く
青
田
道　
　

須　
　

影　

今
成　

公
江

し
の
の
め
に
夜
の
残
り
を
り
半
夏
生　

須　
　

影　

今
成　

迪
子

初
夏
や
香
る
座
敷
の
青
畳　
　

本
川
俣　

今
西　

桂
子

田
植
機
の
往
き
来
見
守
る
妻
の
顔　
　

中
央
四　

梅
澤　

ヨ
シ

大
夕
立
ほ
て
り
し
街
を
洗
ひ
過
ぐ　
　

東　
　

三　

大
手　

久
子

単
線
の
カ
ー
ブ
は
多
し
桐
の
花　
　

南　
　

六　

折
原　

秀
子

柳
絮
と
ぶ
風
ふ
く
ら
ん
で
見
失
ふ　
　

上
岩
瀬　

柿
沼　

松
子

薫
風
や
静
か
に
波
を
た
た
む
沼　
　

中
岩
瀬　

加
藤　

弘
子

築
山
の
頂
匂
ふ
初
夏
の
風　
　

三
田
ヶ
谷　

河
田
美
津
枝

  

　
　
　    

（
羽
生
短
歌
会
）

陽
光
の
ほ
っ
こ
り
照
り
て
小
鳥
達

声
華
や
ぎ
て
空
に
飛
び
た
つ　
　

羽　
　

生　

福
島　

清
江

越
後
路
で
重
き
病
の
夫
看
取
る

わ
が
末
の
娘
を
思
へ
ば
辛
し　
　

中
央
二　

木
村　

武
雄

七
十
に
な
り
て
も
導
き
く
れ
し
人

出
合
い
あ
り
た
る
縁
し
の
う
れ
し　
　

発　
　

戸　

山
中
美
千
代

短
　
歌

俳
　
句

　

近
年
、
禁
煙
ス
ペ
ー
ス
が
増
え
、
社
会
的
に

吸
い
に
く
く
な
っ
て
き
た
タ
バ
コ
。
タ
バ
コ
に

つ
い
て
今
一
度
考
え
、
禁
煙
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

■
喫
煙
に
よ
り
生
じ
る
悪
影
響

　

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
と
、
気
道
や
肺
の
機

能
が
衰
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
血
管
の
弾
力

性
も
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
ン　

・
高
血
圧　

・
脳
卒
中

・
動
脈
硬
化　

・
肺
炎　

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
※
１
）

・
虚
血
性
心
疾
患　

・
糖
尿
病　

・
胃
か
い
よ
う

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

・
歯
周
病　

・
骨
粗
し
ょ
う
症　

・
う
つ
病

・
ニ
コ
チ
ン
依
存
症　

な
ど

（
※
１
）
タ
バ
コ
に
よ
っ
て
気
管
支
や
肺
胞
な

ど
に
障
が
い
が
生
じ
る
病
気
で
、
日
常
的
に
咳せ
き

や
痰た

ん

、
息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
の
約
９
割
が
喫
煙
者
で
す
。

■
禁
煙
の
す
ゝ
め

　

禁
煙
に
よ
っ
て
、
病
気
の
リ
ス
ク
が
下
が

る
・
呼
吸
が
楽
に
な
る
・
味
覚
や
嗅
覚
が
喫
煙

前
に
戻
る
な
ど
、
良
い
効
果
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
効
果
が
出
る
ま
で
に
吸
い
た

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
う
し
た

ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

①
禁
煙
の
た
め
の
〝
動
機
〞
を
は
っ
き
り
と
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
目
的
が
な
い
と
人
は
行
動
し
に

く
い
も
の
で
す
。
動
機
や
決
意
を
紙
に
書
き
出

す
な
ど
し
て
目
に
見
え
る
形
に
す
る
と
効
果
的

で
す
。

②
環
境
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
ラ
イ
タ
ー
や
灰

皿
を
処
分
す
る
。
タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
な
る
お

酒
の
席
に
、
よ
り
一
層
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
ニ
コ
チ
ン
へ
の
依
存
を
絶
ち
ま
し
ょ
う
。
禁

煙
外
来
を
利
用
し
た
り
、
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
を

使
っ
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
ひ
と
り
で
頑
張
ろ
う
と
せ
ず
、
身
近
な

人
に
禁
煙
す
る
こ
と
、
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と

を
伝
え
て
、
と
も
に
禁
煙
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！　
　
　

健
康
づ
く
り
推
進
課
保
健
係

10
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HEALT
HY

HEALT
HY

HEALT
HY

HEALT
HY
健健健健幸幸幸幸

ひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろば
禁煙のすゝめ

　
お
言
葉
の 

あ
た
た
か
く
し
て 

あ
り
が
た
し

　

こ
れ
は
教
職
41
年
の
志
を
果
た
し
て
、
昭
和

55
年
、
勲
五
等
宝ほ

う
か
ん
し
ょ
う

冠
章
を
受
章
し
た
と
き
の
感

激
の
句
で
す
。

　

丸
木
ち
か
は
、
ス
イ
ス
の
教
育
家
ペ
ス
タ
ロ

ッ
チ
を
心
の
師
と
仰
ぎ
、
志
を
抱
い
て
教
職

の
道
を
選
び
、
埼
玉
県
女
子
師し

は
ん範
学
校
を
大

た
い
し
ょ
う正

14
年
３
月
に
卒
業
し
て
、
憧

あ
こ
が
れ
の
教
員
に
な
り

ま
し
た
。
師
範
学
校
在
学
中
に
、
叙
情
詩
を
雑

誌「
金き

ん

の
船
」に
発
表
す
る
こ
と
に
興
味
を
覚
え

て
、
詩
人
葛く

ず
は
ら原
茂
と
親
交
を
持
つ
文
学
少
女
で

し
た
か
ら
、
教
職
に
就
い
て
か
ら
も
童
謡
詩
を

研
究
し
て
情
操
教
育
に
力
を
入
れ
、
優
し
い
お

母
さ
ん
先
生
と
し
て
慕し

た

わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
教
育
基
本
法
と
と
も
に
教
育
行
政
も

変
わ
り
、
女
性
の
管
理
職
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

機
会
に
、
ち
か
は
抜ば

っ
て
き擢

さ
れ
て
昭
和
28
年
、
戦

後
の
新
し
い
教
育
を
背
負
っ
て
北
埼
玉
郡
初
代

女
性
校
長
に
選
ば
れ
た
の
で
す
。
し
か
も
、
そ

の
年
は
新
郷
小
学
校
分

ぶ
ん
き
ょ
う
じ
ょ
う

教
場
廃
止
に
よ
っ
て
、

新
郷
村
立
第
二
小
学
校
と
し
て
独
立
し
た
意
義

あ
る
年
に
、
初
代
校
長
に
な
り
ま
し
た
。「
お

ら
が
学
校
は
ま
せ
ぼ
う
学
校（
馬
小
屋
学
校
）」

の
当
時
の
教
え
子
た
ち
が
、
親
の
立
場
に
な
っ

て
地
域
ぐ
る
み
で
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ち

か
は
、
ま
す
ま
す
情
熱
を
か
け
て
励
み
、
女
の

感
性
で
新
し
い
指
向
の
教
育
を
手
が
け
た
り
、

児
童
の
資
質
向
上
に
は
良
い
校
風
づ
く
り
か
ら

と
、
自
分
で
校
歌
を
作
詞
し
て
奮ふ

る

い
起
こ
さ
れ

た
り
も
し
、
子
弟
愛
の
限
り
な
い
思
い
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
住
民
も
転
入
教
職
員
も
、
地
区

の
一
員
に
同
化
す
る
よ
う「
か
い
な
ら
せ
」の
郷

中
教
育
を
培
い
、
地
区
は
い
つ
も
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
気
風
が
で
き
て
、
小
規
模
校
存
続

を
力
強
く
支
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
12
年
、
二
児
を
抱
え
夫
と
死
別
し
、
強

く
生
き
よ
う
、
自
分
の
心
に
正
直
に
生
き
よ
う

と
、
か
け
が
え
の
な
い
自
分
の
人
生
を
心
境
の

お
も
む
く
ま
ま
に
俳
句
に
託
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
俳
人
岡
安
迷め

い
こ子
の
主
宰
す
る
会
に
入
り
吟ぎ

ん

行こ
う

を
楽
し
み
、
俳
句
の
巨
匠
高た

か
は
ま
き
ょ
し

浜
虚
子
や
川
島

奇き

北ほ
く

な
ど
と
も
親
交
を
持
ち
ま
し
た
。
俳
句
文

学
を
極
め
た
女
性
の
第
一
人
者
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。晩
年
は
市
内
の
公
民
館
に
招
か
れ
て
、

俳
句
を
指
導
し
て
愛
好
者
を
増
や
し
、
俳
句
の

み
ょ
う
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
半
の
教
員
生
活
を
新
郷
の
子
ど
も
た
ち
に

か
け
、
さ
ら
に
定
年
後
、
新
郷
公
民
館
長
に
長

い
こ
と
奉
仕
し
て
、
こ
よ
な
く
愛
し
た
村
の
人

た
ち
か
ら
は「
お
ふ
く
ろ
さ
ん
」の
愛
称
で
大
事

に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平へ

い
せ
い成

２
年
３
月
、
ち

か
の
作
詞
し
た
校
歌
を
刻
ん
だ
石
碑
が
新
郷
第

二
小
学
校
に
建
立
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
矢
先

に
、
83
歳
で
他
界
し
ま
し
た
。

　
冬
か
る
る
　
も
の
そ
れ
ぞ
れ
に
　
名
残
あ
り

丸ま

る

木き

ち
か
（
初
代
女
性
校
長
）

羽
生

人
々

を

い
た

築

新郷第二小学校玄関前にある石碑
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澤田乙
おと

葉
は

・百
も も は

葉・俊
とし

輝
き
ちゃん

Ｈ23.5.3　Ｈ25.12.28　Ｈ21.6.14生（須影）
▷兄妹仲良く元気に大きくなってね!!

木村綾
あやの

乃ちゃん
Ｈ25.12.12生（下手子林）
▷お花をしっかり持って「ハイポーズ」

田口優
ゆうま

馬ちゃん
Ｈ25.11.2生（本川俣）
▷ どんどん成長する優馬に、毎日が驚きと喜びの
連続です。元気に育ってね！

 このコーナーの写真を募集！
▷対象　市内在住の小学生未満のお子さん
▷ 応募方法　電話・メール・ＦＡＸまたはハガキで保護者の住所・
氏名・電話番号、お子さんの名前、メッセージをお伝えください。
　※メールで応募される場合は、 件名に「わんぱくちゃん」と
　　明記してください。
　（受付順に掲載月を決めます）

▷あて先
　〒348－8601 羽生市東6－15 
　羽生市役所 秘書広報課「わんぱくちゃん」係
　e-mail koho@city.hanyu.lg.jp
　ＦＡＸ（562）3500
▷問い合わせ　秘書広報課（内線203）　

お待ちして
いま～す ！ 携帯のメールから

申し込みもＯK ！

EWS
　

介
護
の
い
ら
な
い
人
生
を
送
ろ

う
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
始
め
た
「
は

つ
ら
つ
体
操
」。
近
隣
の
高
齢
者
が

集
ま
っ
て
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

椅
子
に
座
っ
て
の
ス
ト
レ
ッ
チ

は
、
誰
に
で
も
行
え
る
、
簡
単
で
と

て
も
効
果
的
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
転
倒
な
ど
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
最
初
は
少
な

い
回
数
し
か
行
え
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
少
し
ず
つ
回
数
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ス
テ
ッ
プ

台
を
使
っ
て
の
運
動
も
加
わ
っ
て
、

体
力
も
つ
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

週
に
一
度
の
活
動
で
す
が
、
桜
の

季
節
に
は
近
所
の
毘
沙
門
様
へ
歩

い
て
お
花
見
に
も
行
っ
た
り
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
介
護
予
防
を
心
が

け
る
時
代
で
す
。
健
康
維
持
、体
力
・

筋
力
ア
ッ
プ
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

活
動
場
所
は
、
キ
ン
カ
堂
通
り
商

店
街
の
「
憩
の
家
ら
く
ら
く
」
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

長
谷
川

　
〈
☎
（
５
６
３
）
１
９
３
８
〉

「
は
つ
ら
つ
体
操
」

★20万円以上のリフォームをしたお客様に羽生市より
　助成金が支給されます。（１回限り・条件有り）

【業務内容】 ☆お見積り、 ご相談完全無料　お気軽にお問い合わせください
★外壁塗装＋屋根塗装
　￥650,000～（30坪迄）　　　　　　
★白アリ消毒・床下換気扇　  ★お風呂・台所工事　　 ★エクステリア工事
★外壁（サイディング）・屋根張り替え　  ★太陽光発電　 ★オール電化
★増改築、解体から小さな修理迄何でもやってます ！

貴方の街のハウスドクターのぞみコミュニケーションズ
羽生市南５－５－24　　☎048‒561‒6758

★クロス貼り替え
　￥69,800～（6畳）

★床貼り替え
　￥109,800～（６畳）

お風呂・キッチン・トイレ・水廻りキャンペーン開催中!!
リンナイ
ガス給湯器20号
￥147,800‒
（工事費・税込み）
（追焚き機能付）

★今回の目玉商品★★今回の目玉商品★ 軽食のお店
サロンごんべえ

気軽に寄ってね

昼　11:30～
夕方　5 :30～
048‒561‒0779

または

羽生駅

建福寺

Ｐ

アライ保険
エージェンシー

正覚院

コンビニ

ヤオコー 市役所↓

NTT

アライ保険
エージェンシー

★
サロン
ごんべえ

サ
ロ
ン

冨田脳外科

猛暑到来! !冷たいビールとおつまみはいかが？

アライまで090‒5820‒7390

無線LAN設置店

図 書 館
か ら の
お知らせ
☎561‒8233

☆ちいさなおはなし会
▷日時　８月１・15日㈮　午前10時30分～
　　　　 絵本の読み聞かせ、手あそびなど
▷会場　おはなしのへや
▷対象　乳幼児と保護者

☆おはなし会
▷日時　８月９日㈯　午前11時～
　　　　 おはなし、絵本の読み聞かせなど
▷会場　おはなしのへや
▷対象　幼児・小学生　

☆映画会
▷日時　８月23日㈯　午後１時～
　　　　「劇場版ムーミン　ムーミン谷の夏まつり」（87分）
▷会場　視聴覚室
▷対象　子ども向け

　

羽
生
で
蛍
を
見
ら
れ
る
場
所
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

発
戸
の
ハ
イ
フ
ラ
ワ
ー
そ
ば
に
あ

る
「
ほ
っ
と
蛍
の
里
」。
こ
ち
ら
で

毎
年
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
に

か
け
て
蛍
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

時
間
は
午
後
７
時
半
か
ら
９
時
ま

で
で
、
入
場
料
は
無
料
、
期
間
中
は

係
員
が
園
内
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

見
頃
は
午
後
８
時
〜
８
時
半
の
時
間

帯
で
、
ホ
タ
ル
ド
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
２

つ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
は
、
数
百

匹
の
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
乱
舞
し
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
末
に
な
る
と
古
代
米

の
稲
穂
上
に
も
自
然
発
生
し
た
ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
が
飛
び
回
り
、
幻
想
的
な

景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た
蛍
の
紙
芝
居
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ほ
っ
と
蛍
の
里
は
「
ほ
っ
と
蛍
の

会
」（
現
在
14
名
の
地
元
有
志
で
構

成
）
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
蛍
が
乱

舞
し
て
い
た
昔
の
夏
の
景
色
を
蘇
ら

せ
た
い
と
い
う
思
い
で
、
平
成
８
年

に
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
６
０
０
〜
７
０
０
匹
程
の

蛍
が
舞
い
、
１
０
０
０
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
来
年
は
ぜ
ひ
羽
生
の

蛍
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

● 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
推
進
室
観
光
ブ
ラ

ン
ド
係〈
☎（
５
６
０
）３
１
１
９
〉

観
光
ブ
ラ
ン
ド

　

お
く
や
み　
（
ご
遺
族
の
希
望
・
了
解
の
あ
っ
た
方
）　　

※いずれも入場無料・申し込み不要ですので、直接会場へお越しください。

蛍の里入口前（発戸168番地）
今年の祭り開催期間は6月14日(土)から
7月6日(日)でした。

蛍は幼虫の時期から
すでに光を発するそ
うです。

飼育施設である蛍の幼稚園

羽
生
で
蛍
が

　
　
見
ら
れ
る
!?

「
ほ
っ
と
蛍
の
里
」
の
ご
紹
介
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無料相談コーナー 8月
心配ごと相談
▷日　時　８月６・13・20・27日㈬
　　　　　午前９時〜正午
▷場　所　市役所303会議室　
※27日は101会議室
人権相談
▷日　時　８月19日㈫　午前９時〜正午
▷場　所　市役所101会議室
司法書士相談（予約制）
　多重債務を中心に、相続・登記・後見制度
等の相談を受け付けます。事前にお申し込み
ください。
▷日　時　８月６日㈬　午後１時〜４時
▷場　所　市役所303会議室
▷担　当　上原　健太郎　氏
▷予約申込　市民生活課（内線132）
※相談時間は、一人50分間です。
登記・測量相談
　登記、土地建物調査、測量、境界等の相談
を受け付けます。
▷日　時　８月26日㈫　午後１時〜４時
▷場　所　市役所302会議室
▷担　当　堀井　憲司　氏
行政相談
　行政全般（年金・道路・河川・福祉等）に
ついての相談を受け付けます。
▷日　時　８月６・13・20・27日㈬
　　　　　午前９時〜正午
▷場　所　市役所303会議室　
※27日は101会議室
行政書士相談
　相続関係・遺言書作成・離婚協議書・示談書・
内容証明書等の相談を受け付けます。
▷日　時　８月26日㈫　午後１時〜４時
▷場　所　市役所302会議室
▷担　当　川島　幸雄　氏、加藤　義立　氏
児童・生徒のいじめ・心の悩み相談室
▷日　時　毎週月・水・金曜日
　　　　　午前11時〜午後４時
▷場　所　市民プラザ地下１階教育相談室
※電話相談も同日時で受付（☎561−8080）
家庭児童相談
▷日　時　毎週月〜金曜日　午前9時〜午後5時
▷場　所　市民プラザ地下１階家庭児童相談室
※電話相談も同日時で受付（☎562−4400）
女性相談
▷日　時　８月６・20・27日㈬
　　　　　午後１時〜４時
▷場　所　パープル羽生（女性センター）
▷予約申込　パープル羽生（☎561−1681）
※電話相談も同日時で受け付けています。
結婚相談
▷日　時　８月３日㈰、18日㈪ 午後1時〜3時
▷場　所　市民プラザ２階203研修室
※18日は社会福祉協議会相談室
税務相談
▷日　時　８月５日㈫　午後１時30分〜４時
▷場　所　市役所101会議室
▷担　当　税理士　小川　弘　氏
就職相談
　求人情報提供・就職相談・職業紹介を行っ
ています。
▷日　時　月～金曜日　午前９時～午後５時
▷場　所　羽生市ふるさとハローワーク
　　　　　市民プラザ１階（☎560－3001）
消費生活相談
▷日　時　毎週月・火・水・金曜日
　　　　　午前10時〜午後４時
▷場　所　市役所１階消費生活相談室
※電話相談も同日時で受付（☎560−6270）
法律相談（予約制）
　事前に電話等でお申し込みください。
▷弁護士　第２・４木曜日　清水　利夫　氏
　　　　　第３木曜日　　　小鮒　成忠　氏
▷予約申込　市民生活課（内線132）
※相談時間は、一人30分間です。
防犯相談
　事前に電話等でお申し込みください。
▷日　時　毎週月〜金曜日
　　　　　午前９時〜午後５時
▷場　所　市役所２階地域振興課（内線223）

12

有料広告

　

郷
土
の
移
り
変
わ
り
を
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
を
も
と
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
内
容
・
期
日

○
第
１
回
「
羽
生
の
む
か
し
と
い
ま
」

　

８
月
23
日
㈯　
　
　
　

○
第
２
回
「
須
影
地
区
の
む
か
し
と
い
ま
」

　

９
月
20
日
㈯

▽
時
　
間

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▽
場
　
所　

須
影
公
民
館

▽
対
　
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

▽
定
　
員　

20
名
（
先
着
順
）

▽
費
　
用　

無
料

▽
講
　
師　

市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

　
　
　
　
　

間
仁
田 

勝 

氏

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月
16

日
㈯
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
、
同

公
民
館〈
☎（
５
６
１
）０
６
６
７
〉へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

農
林
水
産
省
「
全
国
郷
土
料
理
百

選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
“
い
が
ま
ん

じ
ゅ
う
”
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
　
時　

８
月
24
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
　
所　

キ
ヤ
ッ
セ
羽
生

▽
定
　
員　

25
名
（
先
着
順
）

▽
費
　
用　

１
０
０
０
円（
当
日
集
金
）

▽
講
　
師　

コ
ス
モ
ス
工
房
会
員

▽�

用
意
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

タ
ッ
パ
ー
、
手
ぬ
ぐ
い
・
バ
ン
ダ
ナ

な
ど
頭
に
か
ぶ
る
も
の

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月
23

　

日
㈯
ま
で
に
キ
ヤ
ッ
セ
羽
生〈
☎

　

�（
５
６
５
）５
２
５
５
〉へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

手
鏡
、
小
箱
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

に
紋
様
を
描
き
、
色
粉
を
蒔
い
て
付
着

さ
せ
る
日
本
の
伝
統
技
法
を
学
び
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

▽
日
　
時　

９
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

・
初
級　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

・
中
級　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
　
所　

川
俣
公
民
館

▽
定
　
員　

各
級
30
名
（
先
着
順
）

▽
費
　
用　

１
２
９
６
円（
税
込
）か
ら

※
作
品
に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

▽
講
　
師　

遠
藤 

久
美 

氏

▽�

用
意
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用

具
（
鉛
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
）

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月
27

日
㈰
午
前
９
時
か
ら
同
公
民
館〈
☎

（
５
６
２
）０
３
２
１
〉へ
ご
来
館
の

う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
見

本
を
見
て
、
作
品
を
選
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。）

　

市
の
人
口
は
、
平
成
13
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
、
人
口
減
少
の

抑
制
に
つ
な
が
る
施
策
立
案
に
役
立
て

る
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
無
作
為
で
抽
出
し
た

１
５
０
０
人
の
方
に
調
査
票
を
お
送
り

し
、
無
記
名
で
ご
回
答
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
お
手
元
に
調
査
票
が
届
き
ま
し

た
ら
、
７
月
31
日
㈭
ま
で
に
ご
返
送
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
課（
内
線
３
８
２
）

▽
日
　
時　

８
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽�

場
　
所　

（公社）
埼
玉
県
宅
建
協
会
北
埼

支
部
事
務
所
（
羽
生
市
中
岩
瀬
１
０

５
９

−

２
）

▽�

相
談
内
容　

土
地
建
物
の
売
買
、
賃

貸
借
を
は
じ
め
不
動
産
全
般
に
つ
い
て

▽
問
い
合
わ
せ
　
同
事
務
所

　
〈
☎（
５
６
２
）５
９
０
０
〉

市
制
施
行
60
周
年
記
念

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

羽
生
名
物

い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
教
室

蒔ま
き
え絵
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

不
動
産
無
料
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

人
口
減
少
問
題
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

専門的な訓練をご希望の方にお勧め！
機能訓練特化型
デイサービス　　未来  南羽生
理学療法士の個別訓練・医療訓練機器多数
午前または午後の３時間（入浴・食事なし）

　〒348-0071　羽生市南羽生1-15-29�
　ＴＥＬ：048-561-0828　9時～17時（月～金）�
　南羽生駅東口徒歩２分　無料体験受付中

キヤッセ
ブルーベリーまつり
▷日　時　７月27日㈰　午前10時～
▷場　所　キヤッセ羽生
▷内　容
　○ブルーベリー関連イベント
　　・ブルーベリー果実、加工品の販売
　　・栽培ミニ講座
　　・苗木の即売
　　・苗木の無料配布
　○その他のイベント
　　・ステージイベント
　　・さかなのつかみどり
　　・フワフワで遊ぼう
　　・ヨーヨーふうせん釣りにチャレンジ
　　・新鮮野菜の直売
　※�都合により内容が一部変更になる場合があ
りますので、ご了承ください。

▷問い合わせ　キヤッセ羽生〈☎（565）5255〉

☆市制施行60周年記念☆

～藍染めで愛を染めよう～

藍
あ い

愛
ら ぶ

はにゅうコン
参加者を募集します!!

▷内　容　婚活パーティー、藍染め体験
▷日　時　９月６日㈯　午前10時～午後３時
▷場　所　武州中島紺屋（大字小松223）
▷対　象　�〈男性〉25歳以上で、結婚を希望する独身

の市内在住または在勤の方
　　　　　�〈女性〉25歳以上で、結婚を希望する独身

の方（日本中どちらからでも）
▷定　員　各30名（応募多数の場合は抽選）
▷参加費　�〈男性〉4,000円
　　　　　　　 　（結婚相談登録者は3,500円）
　　　　　�〈女性〉3,000円
　　　　　　　 　（結婚相談登録者は1,500円）
▷その他　�汚れてもよい服装でお越しください。
▷�申し込み・問い合わせ　８月22日㈮までに、参加
費を添えて市社会福祉協議会（内線545）へお申し
込みください。
　※�運転免許証など年齢確認ができるものを持参し

てください。



　　

市
民
グ
ル
ー
プ
『
て
ん
と
う
虫
』
の

皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
を
行
い
ま
す
。

お
友
だ
ち
と
一
緒
に
見
に
き
て
ね
♪

▽
日　

時　

８
月
４
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
場　

所　

須
影
公
民
館　

▽ 

対　

象　

未
就
園
児
と
保
護
者
（
市

内
在
住
、
在
勤
の
方
）

▽
費　

用　

無
料

▽
内　

容

・
人
形
劇
「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木｣

・
音
楽
劇
「
泳
げ
た
い
や
き
く
ん
！
」

▽ 

そ
の
他　

終
了
後
、
本
の
貸
し
出
し

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月
28

日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
、
同

公
民
館〈
☎（
５
６
１
）０
６
６
７
〉へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
恒
例
の
「
銀
河
ま
つ
り
」
を
、

今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
で
開
催

し
ま
す
。
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
皆

さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日　

時　

８
月
１
日
㈮〈
雨
天
決
行
〉

　

午
後
５
時
〜
８
時
30
分

▽
場　

所　

市
民
プ
ラ
ザ
前
広
場

▽ 

内　

容　

ジ
ャ
ン
ボ
ダ
ー
ツ
、
屋
台

村
、
ガ
ラ
ポ
ン
な
ど

※ 

こ
の
ほ
か
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ

い
で
す
！

▽
問
い
合
わ
せ　

市
商
工
会

　
〈
☎（
５
６
１
）２
１
３
４
〉

■
苔
玉
教
室

　

苔
で
観
葉
植
物
を
く
る
み
、
苔
玉
を

作
り
ま
す
。

▽
日　

時　

８
月
10
日
㈰

・
１
回
目　

午
前
10
時
30
分
〜

・
２
回
目　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場　

所　

キ
ヤ
ッ
セ
羽
生

▽
定　

員　

各
回
15
名
（
先
着
順
）

▽
費　

用　

１
５
０
０
円（
当
日
集
金
）

▽
講　

師　

大
澤 

り
う
子 

氏

▽ 

用
意
す
る
物　

は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、

お
し
ぼ
り

▽ 
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月
３

　

日
㈰
ま
で
に
キ
ヤ
ッ
セ
羽
生〈
☎

　

 （
５
６
５
）５
２
５
５
〉へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■ 

バ
イ
オ
体
験 

試
験
管
で
植
物
を
育

て
て
み
よ
う
！

▽
期　

日　

８
月
22
日
㈮

▽
費　

用　

３
０
０
円

■ 

夏
休
み
の
自
由
研
究
（
グ
リ
ー
ン
イ

ン
テ
リ
ア 

ト
ピ
ア
リ
ー
作
り
）

▽
期　

日　

８
月
23
日
㈯

▽
費　

用　

４
０
０
円

■ 

夏
休
み
の
宿
題
を
作
る
！
ワ
タ
を
使

っ
て
遊
ぼ
う

▽
期　

日　

８
月
30
日
㈯

▽
費　

用　

３
０
０
円

■
場　

所　

羽
生
実
業
高
校

■
時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

■
定　

員

　

各
20
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

各
開
催

日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

学
校
名
・
学
年
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
同
校〈
☎（
５
６
１
）

　

 

０
３
４
１
〉へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
１
枚
の
は
が
き
に
つ
き
、
１

講
座
の
応
募
）

○
あ
て
先　

〒
３
４
８

－

８
５
０
２

　

 

羽
生
実
業
高
校
「
農
業
カ
ル
チ
ャ
ー

講
座
」
係

▽
日　

時　

８
月
17
日
㈰

　

開
場
：
午
後
１
時
30
分

　

開
演
：
午
後
２
時

▽
場　

所　

産
業
文
化
ホ
ー
ル
（
小
）

▽
入
場
料　

無
料

▽ 

出　

演　

指
揮
…
川
久
保
博
史
氏
、

ピ
ア
ノ
…
小
川
英
子
氏
、
ゲ
ス
ト
出

演
…
中
島
寿
美
枝
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、

　

木
村
聡
氏
（
バ
リ
ト
ン
）

▽
問
い
合
わ
せ　

五
十
嵐

　
〈
☎
０
９
０（
８
６
８
６
）３
２
３
６
〉

「
夏
休
み
お
た
の
し
み
会
」
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

☆
銀
河
ま
つ
り
☆
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

お
部
屋
に
小
さ
な
森
を

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か

「
羽
生
混
声
合
唱
団
」

第
12
回
定
期
演
奏
会

小
・
中
学
生
対
象

「
農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
」
受
講
生
募
集

■
在
宅
当
番
医（
羽
生
・
加
須
）

　
〈
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
〉

▽
８
月
３
日（
第
１
日
曜
日
）

　

●
ひ
ら
の
内
科
胃
腸
科

　
〈
☎（
５
６
０
）１
３
８
５
〉藤
井
上
組

　

●
中
田
病
院

　
〈
☎
０
４
８
０（
61
）３
１
２
２
〉加
須
市
元
町

▽
８
月
10
日（
第
２
日
曜
日
）

　

●
中
原
整
形
外
科
医
院

　
〈
☎（
５
６
１
）０
７
５
８
〉南
４
丁
目

　

●
福
島
病
院

　
〈
☎
０
４
８
０（
61
）０
１
４
６
〉加
須
市
本
町

▽
８
月
17
日（
第
３
日
曜
日
）

　

●
山
田
病
院

　
〈
☎（
５
６
１
）０
１
７
７
〉上
新
郷

　

●
十
善
病
院

　
〈
☎
０
４
８
０（
61
）２
５
９
５
〉加
須
市
愛
宕

▽
８
月
24
日（
第
４
日
曜
日
）

　

●
中
村
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
〈
☎（
５
６
２
）３
５
０
５
〉中
岩
瀬

　

●
中
田
病
院

　
〈
☎
０
４
８
０（
61
）３
１
２
２
〉加
須
市
元
町

▽
８
月
31
日（
第
５
日
曜
日
）

　

●
出
井
医
院

　
〈
☎（
５
６
１
）０
４
１
１
〉下
羽
生

　

●
福
島
病
院

　
〈
☎
０
４
８
０（
61
）０
１
４
６
〉加
須
市
本
町

５月中の交通事故件数

５月中の犯罪件数

健康・保健カレンダー
健康づくり推進課（内線175）

  乳幼児健康診査  
▷期日と対象児
●８月６日㈬…３カ月児＝26年４月生
●８月20日㈬…18カ月児＝25年２月生
●８月27日㈬…３ 歳 児＝23年８月生
▷受付時間　午後１時～１時30分
  乳幼児相談（随時））
　育児についての心配ごとをご相談ください。
  健康相談・歯科相談（予約制）
　生活習慣病予防や健康診査の結果等について、
保健師や管理栄養士、歯科衛生士が相談に応じ
ます。
▷日時　８月27日㈬　午前9時30分～11時30分
  さわやかウオーキング（予約不要）
　保健センターを出発し、１時間程度歩きます。
歩きやすい服装で、飲み物をご持参ください。
▷日時　８月26日㈫　午前10時～11時30分
  心の健康相談（予約制）
　心の健康や悩みごとについての相談です。
●精神科医師による相談（1人につき30分間）
▷日時　８月22日㈮　午後２時35分～４時30分
●臨床心理士による相談（1人につき40分間）
▷日時　８月11・25日㈪ 午後1時15分～4時25分
◎ いずれも対象は市民の方で、会場は保健セン
ター、費用は無料です。

　 侵 入 窃 盗 ひったくり 自転車窃盗 車 上 狙 い
埼玉県 564 33 1,881 360
羽生市 1 0 11 6

　 人 身 物 損
埼玉県 2,431 10,531
羽生市 31 92

羽生市役所　☎561‒1121㈹

キャラクター推進室（☎560－3119）
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〈市役所の休日窓口開庁〉
▷日　時　８月３・17日㈰　午前８時30分～正午
　 市民生活課（内線135）、税務課（内線113）、収納課（内線
141）の窓口業務を行います。
※ 住民異動届（転入・転出・転居等）、住民基本台帳カード、
パスポートの申請に係る業務については受付できません。

〈 公民館（中央を除く）での証明書交付サービス〉
▷日　時　毎週水・木・金曜日　午前９時～午後５時
▷ 交付できる証明書　住民票、印鑑証明書、所得証明書、
住民税決定証明書、非課税証明書

　市のキャラクター「ムジナもんと仲間たち」を使
って、４コマまんがを作ってみませんか。
　優秀作品は「広報はにゅう」に掲載されるほか、ム
ジナもんグッズセットをプレゼント！ユニークな作
品をお待ちしています！
▷応募用紙配布場所　
　 市役所、市民プラザ、産業文化ホール、図書館、
パープル羽生、ワークヒルズ羽生、各公民館
　※市ホームページでもダウンロードできます。
▷賞
　優秀作品（12点）…「広報はにゅう」に掲載
　　　　　　　　　　　ムジナもんグッズセット
　入選作品（30点）…ムジナもんグッズ
　※各受賞作品は、埼玉新聞に掲載されます。
▷申込期限
　10月31日（金）
▷発　表
　平成27年１月上旬に入賞者へ通知
▷その他
　応募作品の著作権は市に帰属し、作品は返却しま
せん。
▷問い合わせ
　キャラクター推進室〈☎（560）3119〉

第９回「４コマまんが募集」

応募する
ざます。

応募
してね。



□ホームページアドレス　http://www.city.hanyu.lg.jp/ この広報紙は再生紙
を使用しています

　6月下旬、発戸地区にある「ほっと蛍の里」に出掛けました。蛍はタニシをエサに、6回も
脱皮を繰り返しながら、1年かけて成虫になります。成虫の寿命はおよそ1週間。水質や土
質など周囲の環境にも敏感で、育てるのが本当に難しいようです。今回初めて蛍の撮影
に挑みましたが、2時間ほど粘ったかいもなく、とても広報で使用できるようなものは撮れ
ませんでした。しかし撮影中には、携帯電話や街灯の人工的な明るさと比較することで、
やさしい蛍の光に尊さを感じることができました。また、ほっと蛍の会代表の出井さんをは
じめ、会の皆さんが親切丁寧に案内してくださいました。温かい皆さんに囲まれ、来年も
蛍が元気に育ってくれることを願っています。（11ページで「蛍の里」を紹介しています）

　暑い夏がまたやってきましたね！毎年この季節になると、太陽の光が降り注ぐまぶしい日差しの中、友人たちと過ごし
た“夏”を思い出します。地元のファミレスでバイトしていた大学1年のころ、夜中の2時にバイトが終わり、数台の車に
分乗して目指すは千葉外房の御宿。なぜ御宿だったのかは覚えていませんが…。ずーっと下道で車を走らせ、6時に到
着。仮眠をとって8時過ぎに海に入り、ビーチボールや棒倒しではしゃぎ、そして、お昼過ぎには帰路につき、18時にバ
イト先に到着。そのまま2時まで働き、また海へ！毎日こんなことの繰り返しでした。若いから出来たことですが、今では
良い想い出のひとつです。そんなバイト仲間とは、今でも付き合いがありますが、自分を筆頭に皆すっかりいいおじさ
ん、おばさんです。大人になると、なかなかこんな無茶はできなくなりますが、今、この時にできる楽しい想い出を作っ
ていければと思っています。皆さんも今年の夏が心に残る想い出になるよう、暑さを吹き飛ばし頑張っていきましょう！

　４歳児から６歳児を対象に、フッ化物塗布が
ワークヒルズ羽生で行われました。子どもたち
は慣れない装置を口に入れ、数分間じっと我慢。
丈夫な歯にするために、よく頑張りましたね！

　井泉小学校で、日本初の公認女医である荻野吟子の子孫・荻野春江

氏による「心の授業」が行われました。荻野吟子は当時、親の反対を

押し切り、男性に負けまいと必死に勉強し「医者になる」という夢を

つかみました。講師は「吟子のような強い意志を持ち、困難に立ち向

かい夢を実現してほしい」と話してくれました。

　村君小学校の４・５年生が利根川でラ
フティングボート体験を行いました。児
童たちは大自然の中、仲間同士力を合わ
せ、大きな掛け声でボートを漕いでいま
した。

　羽生ふじ高等学園の生徒たちが、羽生駅自
由通路を清掃してくれました。街がきれいに
なると気持ちがいいですね！ありがとうござ
いました。

　６月30日㈪・７月１
日㈫、初山祭が浅間神
社（西１丁目）で開催さ
れました。額に青色の
「初山の印」をつけた子
どもの姿に、周囲には
笑みがあふれていまし
た。

　三田ヶ谷小
学校の児童
たちが、羽生
水郷公園の
宝蔵寺沼でム
ジナモ850株を
放流しました。子
どもたちは名残惜しそ
うに、「元気に育ってね」と
声をかけながらムジナモを沼に放ってい
ました。

６
月
15
日
㈰

６
月
10
日
㈫

　６月30日㈪・７月１

社（西１丁目）で開催さ
れました。額に青色の
「初山の印」をつけた子
どもの姿に、周囲には
笑みがあふれていまし
た。

ジナモ850株を
放流しました。子
どもたちは名残惜しそ
うに、「元気に育ってね」と

　第５回「全日本！さわやか泥んこバレーボール大会in羽生」が
開催され、１都６県から100人以上の選手が参加。選手たちは田
んぼに足をとられながらも、必死にボールに食らいついていま
した。選手たちの一生懸命な姿に、観客から大きな声援が送ら
れていました。

６

　　
無事に

成長できますように

がんばった
ね！

もう
いくつ

寝ると、お正月♪　　
　
　

６月　
11日㈬

６月　
12日㈭

６月　
25日㈬

６月　
５日㈭

６月　
25日㈬

イッチニ、　　　

イッチニ！

　明治時代初期の近代
警察組織が発足して以
降、全国初の殉職者で
ある今成新左衛門氏の
慰霊碑が大聖院（中央
３丁目）に建立されま
した。羽生出身の今成
氏は、明治５年新潟県
内で、護送中だった博
徒集団に襲われ殉職し
ました。安心安全なま
ちへ、正義感あふれる
思いが後世につながれ
ました。（今成氏の詳
細を12月号で掲載予
定）

ピカピカになりまし
た☆

 夢
は自
分で切り拓く

　　
　　
元気に育ってね

　　
　丈
夫な歯にな～れ！　　

田園で繰り広げられ
る

白熱の戦い

つなぐ、安全・安心
への思い


